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　　　　　　　　　　　　　　　本号で公布された条例のあらまし

◇愛知県犯罪被害者等支援条例（条例第２号）
１　犯罪被害者等支援に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって犯罪被害者等の権利利益の保護、

受けた被害の回復又は軽減及び生活の再建を図るとともに、犯罪被害者等を支え、誰もが安全に安心して
暮らすことができる社会の実現に寄与することを目的とすることとした。

２　犯罪被害者等支援に関する基本理念を定めることとした。
３　県、県民、事業者及び民間支援団体の責務について定めることとした。
４　県は、犯罪被害者等支援に関する指針を定めるものとすることとした。
５　県は、国、市町村、民間支援団体その他の関係者と連携し、及び相互に協力して、総合的な犯罪被害者

等支援の体制を整備するよう努めるものとすることとした。
６　犯罪被害者等支援に関する次の基本的な施策について定めることとした。
　⑴　相談への対応、必要な情報の提供及び助言並びに犯罪被害者等支援に精通している者の紹介
　⑵　犯罪被害者等の心身の状況等に応じた適切な保健医療サービス及び福祉サービスの提供
　⑶　一時保護、防犯に係る指導等
　⑷　犯罪被害者等の一時的な利用のための住居の提供
　⑸　犯罪被害者等の雇用の安定を図るとともに、事業者が犯罪被害者等の置かれている状況、犯罪被害者

等支援の必要性及び二次被害の防止の重要性について理解を深めるための啓発
　⑹　経済的な助成に関する情報の提供及び助言
　⑺　県民が犯罪被害者等の置かれている状況、犯罪被害者等支援の必要性及び二次被害の防止の重要性に

ついて理解を深めるための広報及び啓発
　⑻　民間支援団体に対する情報の提供及び助言
　⑼　犯罪被害者等支援に従事する人材の育成を図るための研修の実施
７　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県人権尊重の社会づくり条例（条例第３号）
１　前文を設け、この条例の趣旨を明らかにすることとした。
２　人権尊重の社会づくりに関する施策（以下「人権施策」という。）を総合的かつ計画的に推進し、もっ

てあらゆる人権に関する課題の解消を図るとともに、全ての人の人権が尊重される社会の実現に寄与する
ことを目的とすることとした。

３　県、県民及び事業者の責務について定めることとした。
４　県は、人権施策に関する基本的な計画を定めるものとすることとした。
５　県は、人権に関する相談に対応するための窓口の設置その他必要な体制の整備を行うものとすることと

した。
６　県は、インターネット上の誹

ひ ぼ う

謗中傷等を未然に防止するために必要な教育、啓発その他の施策及びイン
ターネット上の誹

ひ ぼ う

謗中傷等による被害者の支援を図るために必要な施策を講ずるものとすることとした。
７　県は、本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けて、その解消の必要性についての理解を深

めるために必要な啓発その他の施策を講ずるものとすることとした。
８　知事は、公の施設において本邦外出身者に対する不当な差別的言動が行われることを防止するための指

針を定めるものとすることとした。
９　表現活動（県の区域内の道路、公園、広場その他の公共の場所における行進、示威運動その他の手段に

よる表現行為をいう。）で本邦外出身者に対する不当な差別的言動であるものの概要の公表について定め
ることとした。

10　県は、部落差別に関する問題についての正しい理解を深めるために必要な教育及び啓発その他の施策を
講ずるものとすることとした。

11　県は、性的指向及び性自認の多様性についての理解を深めるために必要な教育、啓発その他の施策を講
ずるとともに、その事務又は事業を行うに当たり、性的指向及び性自認の多様性に配慮するよう努めるも
のとすることとした。

12　４の基本計画の策定又は変更及び９の公表についての意見等のほか、知事の諮問に応じた人権施策の推
進に関する重要事項の調査審議をさせるため、愛知県人権施策推進審議会を置くこととした。

13　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。ただし、８及び９については、同年10月１日
から施行することとし、９については、同日以後に行われた表現行為について適用することとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　
◇畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律施行規則に基づく技術基準に関する条例（条例第４号）
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１　畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律の規定により建築基準法令の適用除外となる知事の認定を

受けた畜舎建築利用計画に基づく畜舎等の敷地及び構造等について、畜舎等の建築等及び利用の特例に関
する法律施行規則に定める基準に付加する制限を次のとおり定めることとした。

　⑴　災害危険区域内において居室を有する畜舎等を新築し、増築し、又は改築する場合には、基礎及び主
要構造部を鉄筋コンクリート造又はこれに類する構造とすること等

　⑵　都市計画区域及び準都市計画区域内の床面積が1,000平方メートルを超える畜舎等の敷地は、道路に
４メートル以上接すること等

　⑶　畜舎等の敷地が高さ２メートルを超える崖に接する場合等には、畜舎等との間にその崖の高さの２倍
以上の水平距離を保つこと等

２　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部を改正する条例（条例第５号）
１　オンラインで行うことができる申請等の範囲を拡大することとした。
２　オンラインで行うことを可能とする申請等について、規則等で指定することを要しないこととした。
３　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県手数料条例の一部を改正する条例（条例第６号）
１　新たに運転技能検査手数料始め４手数料を徴収することとし、その額を定めることとした。
２　認知機能検査手数料始め14手数料の額を改定することとした。
３　その他必要な規定の整備を行うこととした。
４　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。ただし、一部については、同年５月13日から

施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県職員定数条例の一部を改正する条例（条例第７号）
１　知事の事務部局の職員等の定数を変更することとした。
２　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇職員の分限に関する条例の一部を改正する条例（条例第８号）
１　任命権者は、職務上の過失による事故又は通勤途上の過失による交通事故に係る罪により禁錮の刑に処

せられ、その刑の全部の執行を猶予された職員について、情状を考慮して特に必要があると認めるときに、
失職しないものとすることができるようにすることとした。

２　この条例は、公布の日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例（条例第９号）
１　新たに職員になった者が行う服務の宣誓について、任命権者の面前における宣誓及び宣誓書への署名を

不要とし、任命権者への宣誓書の提出のみに改めることとした。
２　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（条例第10号）
１　一般職の非常勤職員に係る育児休業等の取得要件のうち、在職期間の要件を廃止することとした。
２　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇知事等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例（条例第11号）
１　知事等の給与の一部を減額する特例措置の適用期間を令和５年３月31日まで延長することとした。
２　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇県吏員職員退隠料退職給与金遺族扶助料支給規則等の一部を改正する条例（条例第12号）
１　株式会社日本政策金融公庫が行う恩給担保金融に関する法律等の一部改正に伴い、規定の整理等を行う

こととした。
２　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県地震防災推進条例の一部を改正する条例（条例第13号）
１　災害対策基本法の一部改正に伴い、規定の整理を行うこととした。
２　この条例は、公布の日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県個人情報保護条例の一部を改正する条例（条例第14号）
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１　行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律の廃止等に伴い、規定の整理を行うこととした。
２　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇県民の生活環境の保全等に関する条例の一部を改正する条例（条例第15号）
１　特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律施行令の一部改正に伴い、

令和５年度にすべき特定化学物質の取扱量の届出は、同令の一部改正による変更前の特定化学物質につい
てすることとする規定を設けることとした。

２　この条例は、令和５年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇民生委員の定数を定める条例の一部を改正する条例（条例第16号）
１　民生委員の定数を変更することとした。
２　この条例は、令和４年12月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇子育て支援対策基金条例の一部を改正する条例（条例第17号）
１　子育て支援対策基金の存続期限を令和７年６月30日まで延長することとした。
２　この条例は、公布の日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇後期高齢者医療財政安定化基金条例の一部を改正する条例（条例第18号）
１　県が基金に充てるため愛知県後期高齢者医療広域連合から徴収する拠出金の額の算定に係る割合を変更

することとした。
２　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇国民健康保険財政安定化基金条例の一部を改正する条例（条例第19号）
１　国民健康保険法の一部改正に伴い、規定の整理を行うこととした。
２　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県ふぐ取扱い規制条例の一部を改正する条例（条例第20号）
１　ふぐ処理師の免許の要件を変更することとした。
２　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇産業立地の促進のための不動産取得税の減額等に関する条例の一部を改正する条例（条例第21号）
１　産業立地の促進のための不動産取得税の減額等の対象期間を令和７年３月31日まで延長することとし

た。
２　この条例は、公布の日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県観光施設条例の一部を改正する条例（条例第22号）
１　犬山国際ユースホステルの使用料の額を改定することとした。
２　この条例は、令和５年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例の一部を改正する条例（条例第23号）
１　移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める省令の一部改正に伴い、県が旅客特定車

両停留施設を新設し、又は改築する場合における旅客特定車両停留施設の構造に関する基準を定めること
とした。

２　その他必要な規定の整備を行うこととした。
３　この条例は、公布の日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇道路構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例（条例第24号）
１　道路構造令の一部改正に伴い、県が管理する県道を新設し、又は改築する場合における歩行者利便増進

道路に関する基準を定めることとした。
２　その他必要な規定の整備を行うこととした。
３　この条例は、公布の日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県事務処理特例条例の一部を改正する条例（条例第25号）
１　都市計画法施行規則に基づき畜舎建築利用計画が都市計画施設等の区域内における建築物の建築の許可

の規定に適合していることを証する書面を交付する事務を東郷町始め６町村に移譲することとした。
２　その他必要な規定の整理を行うこととした。
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３　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県入港料条例の一部を改正する条例（条例第26号）
１　液化天然ガスを燃料とする船舶及び海上において船舶にその燃料として液化天然ガスを供給するための

設備を有する船舶に係る入港料の免除に関する特例の適用期間を令和７年３月31日まで延長することとし
た。

２　この条例は、公布の日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県高等学校等奨学金貸与条例の一部を改正する条例（条例第27号）
１　成年者である貸与希望者が県内に住所を有することとしている貸与要件について、貸与希望者が18歳以

上20歳未満である場合には、その者の親権を行っていた者又は未成年後見人であった者が県内に住所を有
することに変更することとした。

２　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県立学校条例の一部を改正する条例（条例第28号）
１　愛知県立千種聾

ろう

学校ひがしうら校舎を設置することとした。
２　この条例は、令和５年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県風俗案内所規制条例の一部を改正する条例（条例第29号）
１　民法の一部改正に伴い、規定の整理を行うこととした。
２　この条例は、令和４年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県暴力団排除条例の一部を改正する条例（条例第30号）
１　暴力団排除特別区域における禁止行為として、次の行為を追加することとした。
　⑴　特定接客業者が、その事業を行うことを暴力団員が容認することの対償として利益の供与をすること。
　⑵　暴力団員が、特定接客業者からその事業を行うことを容認することの対償として利益の供与を受ける

こと。
２　１の禁止行為を行った場合について、１年以下の懲役又は50万円以下の罰金を科することとした。
３　１⑴の禁止行為を行い、又は暴力団員から用心棒の役務の提供を受け、若しくは受けることの対償とし

て利益の供与をした特定接客業者が自首したときは、その刑を減軽し、又は免除することができるように
することとした。

４　この条例は、令和４年６月１日から施行することとした。ただし、３については、公布の日から施行す
ることとした。
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条 例

　 愛 知 県 犯 罪 被 害 者 等 支 援 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 号

　　　 愛 知 県 犯 罪 被 害 者 等 支 援 条 例

目 次

　 第 一 章　 総 則 （ 第 一 条 ― 第 七 条 ）

　 第 二 章　 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 基 本 的 施 策 等 （ 第 八 条 ― 第 二 十 一 条 ）

　 附 則

　　　 第 一 章　 総 則

　 （ 目 的 ）

第 一 条　 こ の 条 例 は 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に つ い て 、 基 本 理 念 を 定 め 、 並 び に 県 、 県 民 、 事 業 者 及

び 民 間 支 援 団 体 の 責 務 を 明 ら か に す る と と も に 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 施 策 の 基 本 と な る

事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ

て 犯 罪 被 害 者 等 の 権 利 利 益 の 保 護 、 受 け た 被 害 の 回 復 又 は 軽 減 及 び 生 活 の 再 建 を 図 る と と も に 、

犯 罪 被 害 者 等 を 支 え 、 誰 も が 安 全 に 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る こ と を

目 的 と す る 。

　 （ 定 義 ）

第 二 条　 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ

に よ る 。

　 一　 犯 罪 等　 犯 罪 及 び こ れ に 準 ず る 心 身 に 有 害 な 影 響 を 及 ぼ す 行 為 を い う 。

　 二　 犯 罪 被 害 者 等　 犯 罪 等 に よ り 被 害 を 受 け た 者 （ 以 下 「 犯 罪 被 害 者 」 と い う 。 ） 及 び そ の 家 族

又 は 遺 族 を い う 。

　 三　 犯 罪 被 害 者 等 支 援　 犯 罪 被 害 者 等 が 、 そ の 受 け た 被 害 を 回 復 し 、 又 は 軽 減 し 、 安 全 に 安 心

し て 暮 ら す こ と が で き る よ う に す る た め の 取 組 を い う 。

　 四　 二 次 被 害　 犯 罪 等 に よ る 直 接 的 な 被 害 を 受 け た 後 に 、 加 害 者 及 び そ の 関 係 者 の 不 誠 実 な 言

動 、 周 囲 の 者 の 理 解 又 は 配 慮 に 欠 け る 言 動 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ て 行 わ れ る 誹
ひ ぼ う

謗 中 傷 、 報

道 機 関 に よ る 過 剰 な 取 材 等 に よ り 、 犯 罪 被 害 者 等 が 受 け る 精 神 的 な 苦 痛 、 身 体 の 不 調 、 名 誉

の 毀 損 、 生 活 の 平 穏 の 侵 害 、 経 済 的 な 損 失 そ の 他 の 被 害 を い う 。

　 五　 再 被 害　 犯 罪 被 害 者 が 更 な る 犯 罪 等 に よ り 受 け る 被 害 を い う 。
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　 六　 民 間 支 援 団 体　 犯 罪 被 害 者 等 給 付 金 の 支 給 等 に よ る 犯 罪 被 害 者 等 の 支 援 に 関 す る 法 律 （ 昭

和 五 十 五 年 法 律 第 三 十 六 号 ） 第 二 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 犯 罪 被 害 者 等 早 期 援 助 団 体 そ の 他

の 犯 罪 被 害 者 等 支 援 を 行 う 民 間 の 団 体 を い う 。

　 （ 基 本 理 念 ）

第 三 条　 犯 罪 被 害 者 等 支 援 は 、 犯 罪 被 害 者 等 が 個 人 と し て の 尊 厳 を 重 ん ぜ ら れ 、 そ の 尊 厳 に ふ さ

わ し い 処 遇 を 保 障 さ れ る 権 利 を 有 す る こ と を 前 提 と し つ つ 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 基 本 理 念 と し て

行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

一　 犯 罪 被 害 者 等 が 受 け た 被 害 の 状 況 及 び 原 因 、 二 次 被 害 の 有 無 等 の 犯 罪 被 害 者 等 が 置 か れ て

い る 状 況 そ の 他 の 事 情 に 応 じ て 適 切 に 行 う と と も に 、 当 該 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に よ り 二 次 被 害

が 生 ず る こ と の な い よ う 十 分 配 慮 す る こ と 。

二　 犯 罪 被 害 者 等 が 社 会 に お い て 孤 立 す る こ と な く 、 安 全 に 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る よ う 、

必 要 な 支 援 を 公 正 か つ 迅 速 に 途 切 れ る こ と な く 提 供 す る こ と 。

三　 国 、 県 、 市 町 村 、 民 間 支 援 団 体 そ の 他 の 関 係 者 が 相 互 に 連 携 を 図 り な が ら 協 力 し て 取 り 組

む こ と 。

　 （ 県 の 責 務 ）

第 四 条　 県 は 、 前 条 に 定 め る 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い う 。 ） に の っ と り 、 犯 罪 被 害 者 等 支

援 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 に 策 定 し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。

２　 県 は 、 市 町 村 が 実 施 す る 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 施 策 が 推 進 さ れ る よ う 、 市 町 村 に 対 し 、

情 報 の 提 供 そ の 他 の 必 要 な 支 援 を 行 う も の と す る 。

　 （ 県 民 の 責 務 ）

第 五 条　 県 民 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 犯 罪 被 害 者 等 が 置 か れ て い る 状 況 及 び 犯 罪 被 害 者 等 支 援

の 必 要 性 に つ い て の 理 解 を 深 め 、 二 次 被 害 が 生 ず る こ と の な い よ う 十 分 配 慮 す る よ う に 努 め な

け れ ば な ら な い 。

２　 県 民 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 が 実 施 す る 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う

努 め な け れ ば な ら な い 。

　 （ 事 業 者 の 責 務 ）

第 六 条　 事 業 者 は 、 そ の 事 業 活 動 を 行 う に 当 た っ て は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 犯 罪 被 害 者 等 が 置

か れ て い る 状 況 及 び 犯 罪 被 害 者 等 支 援 の 必 要 性 に つ い て の 理 解 を 深 め 、 二 次 被 害 が 生 ず る こ と

の な い よ う 十 分 配 慮 す る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。

２　 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 そ の 雇 用 す る 犯 罪 被 害 者 等 の 就 業 に 十 分 配 慮 す る よ う 努 め

な け れ ば な ら な い 。

３　 事 業 者 は 、 そ の 事 業 活 動 を 行 う に 当 た っ て は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 が 実 施 す る 犯 罪 被 害

者 等 支 援 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。
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　 （ 民 間 支 援 団 体 の 責 務 ）

第 七 条　 民 間 支 援 団 体 は 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 を 行 う に 当 た っ て は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 犯 罪 被

害 者 等 支 援 に 関 す る 専 門 的 な 知 識 及 び 経 験 を 活 用 し て 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

２　 民 間 支 援 団 体 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 が 実 施 す る 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 施 策 に 協 力

す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

　　　 第 二 章　 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 基 本 的 施 策 等

　 （ 支 援 に 関 す る 指 針 ）

第 八 条　 県 は 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た め 、 犯 罪 被 害

者 等 支 援 に 関 す る 指 針 （ 以 下 「 指 針 」 と い う 。 ） を 定 め る も の と す る 。

２　 指 針 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。

　 一　 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に つ い て の 基 本 的 な 方 針

　 二　 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 施 策

　 三　 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す

る た め に 必 要 な 事 項

３　 県 は 、 指 針 を 定 め る に 当 た っ て は 、 あ ら か じ め 、 犯 罪 被 害 者 等 及 び 県 民 の 意 見 を 反 映 す る こ

と が で き る よ う 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。

４　 県 は 、 指 針 を 定 め た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公 表 す る も の と す る 。

５　 前 二 項 の 規 定 は 、 指 針 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。

　 （ 総 合 的 な 支 援 体 制 の 整 備 ）

第 九 条　 県 は 、 国 、 市 町 村 、 民 間 支 援 団 体 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し 、 及 び 相 互 に 協 力 し て 、 総 合

的 な 犯 罪 被 害 者 等 支 援 の 体 制 を 整 備 す る よ う 努 め る も の と す る 。

　 （ 相 談 、 情 報 の 提 供 等 ）

第 十 条　 県 は 、 犯 罪 被 害 者 等 が 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 を 円 滑 に 営 む こ と が で き る よ う に す る た め 、

犯 罪 被 害 者 等 が 直 面 し て い る 各 般 の 問 題 に つ い て 、 相 談 へ の 対 応 、 必 要 な 情 報 の 提 供 及 び 助 言 、

犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 精 通 し て い る 者 の 紹 介 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

　 （ 心 身 に 受 け た 影 響 か ら の 回 復 ）

第 十 一 条　 県 は 、 犯 罪 被 害 者 等 が 心 理 的 外 傷 そ の 他 心 身 に 受 け た 影 響 か ら 早 期 に 回 復 す る こ と が

で き る よ う に す る た め 、 そ の 心 身 の 状 況 等 に 応 じ た 適 切 な 保 健 医 療 サ ー ビ ス 及 び 福 祉 サ ー ビ ス

が 提 供 さ れ る よ う 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

　 （ 安 全 の 確 保 ）

第 十 二 条　 県 は 、 犯 罪 被 害 者 等 が 再 被 害 及 び 二 次 被 害 を 受 け る こ と を 防 止 し 、 そ の 安 全 を 確 保 す

る た め 、 一 時 保 護 、 施 設 へ の 入 所 に よ る 保 護 、 防 犯 に 係 る 指 導 、 犯 罪 被 害 者 等 に 係 る 個 人 情 報

の 適 切 な 取 扱 い の 確 保 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

　 （ 居 住 の 安 定 等 ）
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第 十 三 条　 県 は 、 犯 罪 等 に よ り 従 前 の 住 居 に 居 住 す る こ と が 困 難 と な っ た 犯 罪 被 害 者 等 の 居 住 の

安 定 を 図 る と と も に 、 犯 罪 被 害 者 等 が 再 被 害 及 び 二 次 被 害 を 受 け る こ と を 防 止 す る た め 、 犯 罪

被 害 者 等 の 一 時 的 な 利 用 の た め の 住 居 の 提 供 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

　 （ 雇 用 の 安 定 等 ）

第 十 四 条　 県 は 、 犯 罪 被 害 者 等 の 雇 用 の 安 定 を 図 る と と も に 、 事 業 者 が 犯 罪 被 害 者 等 の 置 か れ て

い る 状 況 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 の 必 要 性 及 び 二 次 被 害 の 防 止 の 重 要 性 に つ い て 理 解 を 深 め る こ と

が で き る よ う 、 事 業 者 に 対 す る 啓 発 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

　 （ 経 済 的 負 担 の 軽 減 ）

第 十 五 条　 県 は 、 犯 罪 被 害 者 等 が 受 け た 被 害 に よ る 経 済 的 負 担 の 軽 減 を 図 る た め 、 経 済 的 な 助 成

に 関 す る 情 報 の 提 供 及 び 助 言 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

　 （ 県 民 の 理 解 ）

第 十 六 条　 県 は 、 県 民 が 犯 罪 被 害 者 等 の 置 か れ て い る 状 況 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 の 必 要 性 及 び 二 次

被 害 の 防 止 の 重 要 性 に つ い て 理 解 を 深 め る こ と が で き る よ う 、 広 報 、 啓 発 そ の 他 の 必 要 な 施 策

を 講 ず る も の と す る 。

　 （ 民 間 支 援 団 体 に 対 す る 支 援 ）

第 十 七 条　 県 は 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に お い て 民 間 支 援 団 体 が 果 た す 役 割 の 重 要 性 に 鑑 み 、 民 間 支

援 団 体 が 適 切 か つ 効 果 的 に 犯 罪 被 害 者 等 支 援 を 行 う こ と が で き る よ う 、 民 間 支 援 団 体 に 対 す る

犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 情 報 の 提 供 及 び 助 言 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

　 （ 人 材 の 育 成 ）

第 十 八 条　 県 は 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 従 事 す る 人 材 の 育 成 を 図 る た め 、 研 修 の 実 施 そ の 他 の 必 要

な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

　 （ 個 人 情 報 の 適 切 な 管 理 ）

第 十 九 条　 県 は 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 従 事 す る 者 に 対 し 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に お け る 個 人 情 報 の

保 護 の 重 要 性 を 認 識 し て 、 犯 罪 被 害 者 等 に 係 る 個 人 情 報 を 適 切 に 管 理 す る よ う 求 め る も の と す

る 。

　 （ 財 政 上 の 措 置 ）

第 二 十 条　 県 は 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 施 策 を 推 進 す る た め 必 要 な 財 政 上 の 措 置 を 講 ず る よ

う 努 め る も の と す る 。

　 （ 施 策 の 実 施 状 況 の 公 表 ）

第 二 十 一 条　 県 は 、 毎 年 度 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 施 策 の 実 施 状 況 に つ い て 、 イ ン タ ー ネ ッ

ト の 利 用 そ の 他 の 方 法 に よ り 公 表 す る も の と す る 。

　　　 附　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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　 （ 愛 知 県 安 全 な ま ち づ く り 条 例 の 一 部 改 正 ）

２　 愛 知 県 安 全 な ま ち づ く り 条 例 （ 平 成 十 六 年 愛 知 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 目 次 中 「 第 七 章　 犯 罪 の 被 害 者 等 に 対 す る 支 援 （ 第 三 十 三 条 ― 第 三 十 五 条 ） 」 を 削 り 、 「 第 八

章 」 を 「 第 七 章 」 に 、 「 第 三 十 六 条 」 を 「 第 三 十 三 条 」 に 改 め る 。

　　 第 七 章 を 削 る 。

　　 第 八 章 中 第 三 十 六 条 を 第 三 十 三 条 と し 、 同 章 を 第 七 章 と す る 。

　 愛 知 県 人 権 尊 重 の 社 会 づ く り 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 号

　　　 愛 知 県 人 権 尊 重 の 社 会 づ く り 条 例

目 次

　 前 文

　 第 一 章　 総 則 （ 第 一 条 ― 第 四 条 ）

　 第 二 章　 人 権 尊 重 の 社 会 づ く り に 関 す る 基 本 的 施 策 等

　　 第 一 節　 基 本 計 画 等 （ 第 五 条 ・ 第 六 条 ）

　　 第 二 節　 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 誹
ひ ぼ う

謗 中 傷 等 の 未 然 防 止 及 び 被 害 者 支 援 （ 第 七 条 ）

　　 第 三 節　 本 邦 外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言 動 の 解 消 に 向 け た 取 組 の 推 進 （ 第 八 条 ― 第 十

　　　　　　 三 条 ）

　　 第 四 節　 部 落 差 別 の 解 消 に 向 け た 取 組 の 推 進 （ 第 十 四 条 ）

　　 第 五 節　 性 的 指 向 及 び 性 自 認 の 多 様 性 に つ い て の 理 解 の 増 進 等 （ 第 十 五 条 ）

　 第 三 章　 愛 知 県 人 権 施 策 推 進 審 議 会 （ 第 十 六 条 ）

　 附 則

　 全 て の 人 間 は 、 生 ま れ な が ら に し て 自 由 で あ り 、 か つ 、 尊 厳 と 権 利 と に つ い て 平 等 で あ る 。

　 こ れ は 、 世 界 人 権 宣 言 に う た わ れ て い る 人 類 普 遍 の 原 理 で あ り 、 基 本 的 人 権 を 侵 す こ と の で き

な い 永 久 の 権 利 と し て 全 て の 国 民 に 保 障 し て い る 日 本 国 憲 法 の 精 神 に か な う も の で あ る 。 こ う し

た 理 念 の 下 に 、 全 て の 個 人 が 自 律 し た 存 在 と し て そ れ ぞ れ の 幸 福 を 追 求 す る こ と が で き る 社 会 を

実 現 す る こ と は 、 県 民 の 願 い で あ る 。

　 本 県 は 、 こ れ ま で 、 人 権 教 育 ・ 啓 発 に 関 す る 愛 知 県 行 動 計 画 を 策 定 し 、 人 権 が 尊 重 さ れ 、 差 別

や 偏 見 の な い 郷 土 愛 知 の 実 現 を 目 指 し て 、 人 権 に 関 す る 教 育 及 び 啓 発 を 推 進 す る と と も に 、 愛 知

県 男 女 共 同 参 画 推 進 条 例 、 愛 知 県 子 ど も を 虐 待 か ら 守 る 条 例 、 愛 知 県 障 害 者 差 別 解 消 推 進 条 例 な

ど を 制 定 す る ほ か 、 人 権 に 関 す る 課 題 に 取 り 組 ん で き た 。
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　 し か し な が ら 、 今 も な お 、 人 種 、 国 籍 、 民 族 、 信 条 、 年 齢 、 性 別 、 性 的 指 向 、 性 自 認 、 社 会 的

身 分 、 門 地 、 障 害 、 疾 病 そ の 他 の 事 由 に よ る 不 当 な 差 別 が 存 在 し て お り 、 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト

の 普 及 を 始 め と し た 情 報 化 の 進 展 、 少 子 高 齢 化 等 の 地 域 社 会 の 変 化 、 経 済 的 格 差 の 拡 大 等 の 経 済

社 会 の 構 造 の 変 化 な ど に よ っ て 、 人 権 に 関 す る 課 題 の 複 雑 化 及 び 多 様 化 が 進 ん で い る 。

　 こ う し た 不 当 な 差 別 を 始 め と し た あ ら ゆ る 人 権 に 関 す る 課 題 を 解 消 し て い く た め に は 、 そ の 解

消 に 向 け た 取 組 を よ り 一 層 推 進 す る と と も に 、 私 た ち 一 人 一 人 が 相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 合 い

な が ら 支 え 合 う こ と が 必 要 で あ る 。

　 私 た ち は 、 こ の よ う な 認 識 を 共 有 し 、 多 様 性 を 認 め 合 う 、 誰 一 人 取 り 残 さ れ る こ と の な い 人 権

尊 重 の 社 会 づ く り の た め に 、 た ゆ ま ぬ 努 力 を 続 け て い く こ と を 決 意 し 、 こ こ に こ の 条 例 を 制 定 す

る 。

　　　 第 一 章　 総 則

　 （ 目 的 ）

第 一 条　 こ の 条 例 は 、 人 権 尊 重 の 社 会 づ く り に つ い て 、 県 、 県 民 及 び 事 業 者 の 責 務 を 明 ら か に す

る と と も に 、 人 権 尊 重 の 社 会 づ く り に 関 す る 施 策 （ 以 下 「 人 権 施 策 」 と い う 。 ） の 基 本 と な る 事

項 を 定 め る こ と 等 に よ り 、 人 権 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て あ ら ゆ る 人 権 に 関 す

る 課 題 の 解 消 を 図 る と と も に 、 全 て の 人 の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る こ と を 目 的

と す る 。

　 （ 県 の 責 務 ）

第 二 条　 県 は 、 人 権 施 策 を 総 合 的 に 策 定 し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。

２　 県 は 、 国 及 び 市 町 村 と 連 携 を 図 り な が ら 協 力 し て 、 人 権 施 策 の 推 進 に 取 り 組 む も の と す る 。

　 （ 県 民 の 責 務 ）

第 三 条　 県 民 は 、 家 庭 、 地 域 、 学 校 、 職 場 そ の 他 の 社 会 の あ ら ゆ る 分 野 に お い て 、 人 権 尊 重 の 社

会 づ く り に 寄 与 す る よ う 努 め る と と も に 、 県 が 実 施 す る 人 権 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め な け れ ば

な ら な い 。

　 （ 事 業 者 の 責 務 ）

第 四 条　 事 業 者 は 、 そ の 事 業 活 動 を 行 う に 当 た っ て は 、 人 権 尊 重 の 社 会 づ く り に 寄 与 す る よ う 努

め る と と も に 、 県 が 実 施 す る 人 権 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

　　　 第 二 章　 人 権 尊 重 の 社 会 づ く り に 関 す る 基 本 的 施 策 等

　　　　 第 一 節　 基 本 計 画 等

　 （ 基 本 計 画 ）

第 五 条　 県 は 、 人 権 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た め 、 人 権 施 策 に 関 す る 基 本 的 な 計 画

（ 以 下 「 基 本 計 画 」 と い う 。 ） を 定 め る も の と す る 。

２　 基 本 計 画 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 定 め る も の と す る 。

　 一　 人 権 施 策 に つ い て の 基 本 的 な 方 針
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　 二　 前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 人 権 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る た め に 必 要 な 事 項

３　 県 は 、 基 本 計 画 を 定 め る に 当 た っ て は 、 あ ら か じ め 、 愛 知 県 人 権 施 策 推 進 審 議 会 （ 第 十 一 条

及 び 第 十 二 条 に お い て 「 審 議 会 」 と い う 。 ） の 意 見 を 聴 く と と も に 、 県 民 の 意 見 を 反 映 す る こ と

が で き る よ う 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。

４　 県 は 、 基 本 計 画 を 定 め た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公 表 す る も の と す る 。

５　 前 二 項 の 規 定 は 、 基 本 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。

　 （ 相 談 体 制 の 整 備 ）

第 六 条　 県 は 、 人 権 に 関 す る 相 談 に 的 確 に 応 ず る こ と が で き る よ う 、 人 権 に 関 す る 相 談 に 対 応 す

る た め の 窓 口 の 設 置 そ の 他 必 要 な 体 制 の 整 備 を 行 う も の と す る 。

　　　　 第 二 節　 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 誹
ひ ぼ う

謗 中 傷 等 の 未 然 防 止 及 び 被 害 者 支 援

第 七 条　 県 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て 情 報 を 発 信 す る 者 の 表 現 の 自 由 を 不 当 に 侵 害 し な い よ

う に 留 意 し つ つ 、 次 に 掲 げ る 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

　 一　 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 誹
ひ ぼ う

謗 中 傷 等 （ イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 情 報 の 発 信 で 、 誹
ひ ぼ う

謗 中 傷 、 プ

ラ イ バ シ ー の 侵 害 そ の 他 の 人 権 を 侵 害 す る こ と と な る も の を い う 。 次 号 に お い て 同 じ 。 ） を 未

然 に 防 止 す る た め に 必 要 な 教 育 、 啓 発 そ の 他 の 施 策

　 二　 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 誹
ひ ぼ う

謗 中 傷 等 に よ る 被 害 者 の 支 援 を 図 る た め に 必 要 な 施 策

　　　　 第 三 節　 本 邦 外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言 動 の 解 消 に 向 け た 取 組 の 推 進

　 （ 啓 発 等 ）

第 八 条　 県 は 、 本 邦 外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言 動 （ 本 邦 外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言

動 の 解 消 に 向 け た 取 組 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 八 年 法 律 第 六 十 八 号 ） 第 二 条 に 規 定 す る

本 邦 外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言 動 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 解 消 に 向 け て 、 国 及 び 市 町 村 と

連 携 を 図 り な が ら 協 力 し て 、 そ の 解 消 の 必 要 性 に つ い て の 県 民 及 び 事 業 者 の 理 解 を 深 め る た め

に 必 要 な 啓 発 そ の 他 の 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

　 （ 公 の 施 設 に 関 す る 指 針 ）

第 九 条　 知 事 は 、 県 が 設 置 す る 公 の 施 設 に お い て 本 邦 外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言 動 が 行 わ

れ る こ と を 防 止 す る た め の 指 針 を 定 め る も の と す る 。

　 （ 公 表 ）

第 十 条　 知 事 は 、 本 邦 外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言 動 に 関 す る 県 民 及 び 事 業 者 の 認 識 を 深 め

る こ と に よ り そ の 解 消 を 図 る た め 、 表 現 活 動 （ 県 の 区 域 内 の 道 路 、 公 園 、 広 場 そ の 他 の 公 共 の

場 所 に お け る 行 進 、 示 威 運 動 そ の 他 の 手 段 に よ る 表 現 行 為 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） で 本 邦 外 出 身 者

に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言 動 で あ る も の が 行 わ れ た と 認 め る と き は 、 当 該 本 邦 外 出 身 者 に 対 す る

不 当 な 差 別 的 言 動 の 概 要 を 公 表 す る も の と す る 。 た だ し 、 公 表 す る こ と に よ り 本 邦 外 出 身 者 に

対 す る 不 当 な 差 別 的 言 動 の 解 消 を 阻 害 す る と 認 め ら れ る と き そ の 他 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め ら
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れ る と き は 、 公 表 し な い こ と が で き る 。

２　 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 公 表 を す る に 当 た っ て は 、 当 該 本 邦 外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別

的 言 動 の 内 容 が 拡 散 す る こ と の な い よ う に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。

　 （ 審 議 会 か ら の 意 見 聴 取 等 ）

第 十 一 条　 知 事 は 、 本 邦 外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言 動 で あ る 表 現 活 動 が 行 わ れ た 旨 の 申 出

が あ っ た と き 又 は 行 わ れ た お そ れ が あ る と 認 め る と き は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 、 審 議 会 の

意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 申 出 に 係 る 表 現 行 為 が 行 わ れ た こ と そ の 他 当 該 申

出 に 係 る 表 現 行 為 の 内 容 が 明 ら か で な い と き 又 は 当 該 申 出 に 係 る 表 現 行 為 が 本 邦 外 出 身 者 に 対

す る 不 当 な 差 別 的 言 動 で あ る 表 現 活 動 に 該 当 し な い と 明 ら か に 認 め ら れ る と き は 、 こ の 限 り で

な い 。

　 一　 本 邦 外 出 身 者 に 対 す る 不 当 な 差 別 的 言 動 で あ る 表 現 活 動 が 行 わ れ た か ど う か 。

　 二　 前 号 の 表 現 活 動 が 行 わ れ た と 認 め ら れ る 場 合 に あ っ て は 、 前 条 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る

と き に 該 当 す る か ど う か 。

　 三　 前 条 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る と き に 該 当 し な い と 認 め ら れ る 場 合 に あ っ て は 、 同 項 の 規

定 に よ る 公 表 の 内 容

２　 知 事 は 、 前 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な い こ と と し た と き は 、 そ の 旨 を 審

議 会 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 審 議 会 は 、 当 該 報 告 に 係 る 事 項 に つ い て

知 事 に 意 見 を 述 べ る こ と が で き る 。

　 （ 審 議 会 の 調 査 審 議 の 手 続 ）

第 十 二 条　 審 議 会 は 、 知 事 又 は 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 調 査 審 議 の 対 象 と な っ て い る 表 現 行 為 に

係 る 同 項 の 申 出 を し た 者 に 意 見 書 又 は 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と 、 適 当 と 認 め る 者 に そ の 知 っ て

い る 事 実 を 述 べ さ せ る こ と そ の 他 必 要 な 調 査 を す る こ と が で き る 。

２　 審 議 会 は 、 前 項 の 表 現 行 為 を 行 っ た 者 に 対 し 、 相 当 の 期 間 を 定 め て 、 書 面 に よ り 意 見 を 述 べ

る 機 会 を 与 え る こ と が で き る 。

３　 審 議 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 指 名 す る 委 員 に 第 一 項 の 規 定 に よ る 調 査 を さ せ

る こ と が で き る 。

　 （ 適 用 上 の 注 意 ）

第 十 三 条　 こ の 節 の 規 定 の 適 用 に 当 た っ て は 、 表 現 の 自 由 そ の 他 の 日 本 国 憲 法 の 保 障 す る 国 民 の

自 由 及 び 権 利 を 不 当 に 侵 害 し な い よ う に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。

　　　　 第 四 節　 部 落 差 別 の 解 消 に 向 け た 取 組 の 推 進

第 十 四 条　 県 は 、 情 報 化 の 進 展 に よ り 部 落 差 別 に 関 す る 状 況 に 変 化 が 生 じ て い る こ と を 踏 ま え 、

部 落 差 別 の 解 消 に 向 け て 、 国 及 び 市 町 村 と 連 携 を 図 り な が ら 協 力 し て 、 地 域 の 実 情 に 応 じ 、 部

落 差 別 に 関 す る 問 題 に つ い て の 県 民 及 び 事 業 者 の 正 し い 理 解 を 深 め る た め に 必 要 な 教 育 及 び 啓

発 そ の 他 の 施 策 を 講 ず る も の と す る 。
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　　　　 第 五 節　 性 的 指 向 及 び 性 自 認 の 多 様 性 に つ い て の 理 解 の 増 進 等

第 十 五 条　 県 は 、 性 的 指 向 （ 自 己 の 恋 愛 又 は 性 愛 の 対 象 と な る 性 別 に つ い て の 指 向 を い う 。 次 項

に お い て 同 じ 。 ） 及 び 性 自 認 （ 自 己 の 性 別 に つ い て の 認 識 を い う 。 同 項 に お い て 同 じ 。 ） の 多 様

性 に つ い て の 県 民 及 び 事 業 者 の 理 解 を 深 め る た め に 必 要 な 教 育 、 啓 発 そ の 他 の 施 策 を 講 ず る も

の と す る 。

２　 県 は 、 そ の 事 務 又 は 事 業 を 行 う に 当 た り 、 性 的 指 向 及 び 性 自 認 の 多 様 性 に 配 慮 す る よ う 努 め

る も の と す る 。

　　　 第 三 章　 愛 知 県 人 権 施 策 推 進 審 議 会

第 十 六 条　 こ の 条 例 の 規 定 に よ り そ の 権 限 に 属 さ せ ら れ た 事 項 を 行 わ せ 、 及 び 知 事 の 諮 問 に 応 じ

人 権 施 策 の 推 進 に 関 す る 重 要 事 項 を 調 査 審 議 さ せ る た め 、 愛 知 県 人 権 施 策 推 進 審 議 会 （ 以 下 「 審

議 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。

２　 審 議 会 は 、 人 権 施 策 の 推 進 に 関 す る 事 項 に つ い て 調 査 審 議 し 、 知 事 に 意 見 を 述 べ る こ と が で

き る 。

３　 審 議 会 は 、 委 員 十 二 人 以 内 で 組 織 す る 。

４　 委 員 は 、 学 識 経 験 の あ る 者 の う ち か ら 知 事 が 任 命 す る 。

５　 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 委 員 が 欠 け た 場 合 に お け る 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任

者 の 残 任 期 間 と す る 。

６　 委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

７　 第 三 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 審 議 会 の 組 織 及 び 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則

で 定 め る 。

　　　 附　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 九 条 か ら 第 十 二 条 ま で 、 次 項 及 び

附 則 第 四 項 の 規 定 は 、 同 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 経 過 措 置 ）

２　 第 十 条 か ら 第 十 二 条 ま で の 規 定 は 、 前 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 以 後 に 行 わ れ た

表 現 行 為 に つ い て 適 用 す る 。

３　 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 県 が 人 権 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た め 策 定 し て い る 人

権 施 策 に 関 す る 基 本 的 な 計 画 （ 人 権 教 育 ・ 啓 発 に 関 す る 愛 知 県 行 動 計 画 ） は 、 第 五 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 定 め ら れ た 基 本 計 画 と み な す 。

　 （ 出 頭 人 の 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

４　 出 頭 人 の 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 愛 知 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

　　 第 一 条 に 次 の 一 号 を 加 え る 。
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　　 二 十 一　 愛 知 県 人 権 尊 重 の 社 会 づ く り 条 例 （ 令 和 四 年 愛 知 県 条 例 第 三 号 ） 第 十 二 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 審 議 会 が 適 当 と 認 め て 出 頭 を 求 め た 者

　 畜 舎 等 の 建 築 等 及 び 利 用 の 特 例 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 に 基 づ く 技 術 基 準 に 関 す る 条 例 を こ こ に

公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 四 号

　　　 畜 舎 等 の 建 築 等 及 び 利 用 の 特 例 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 に 基 づ く 技 術 基 準 に 関 す る 条 例

　 （ 趣 旨 ）

第 一 条　 こ の 条 例 は 、 畜 舎 等 の 建 築 等 及 び 利 用 の 特 例 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 令 和 三 年

令 第 六 号 。 以 下 「 省 令 」 と い う 。 ） 第 三 十 四 条 、 第 三 十 五 条 及 び 第 四 十 八 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ

き 、 畜 舎 等 の 敷 地 及 び 構 造 並 び に 畜 舎 等 の 敷 地 と 道 路 （ 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 道 路 を い う 。 以

下 同 じ 。 ） と の 関 係 に つ い て の 制 限 に つ い て 定 め る も の と す る 。

　 （ 適 用 区 域 ）

第 二 条　 第 四 条 の 規 定 は 、 都 市 計 画 区 域 及 び 準 都 市 計 画 区 域 内 に 限 り 、 適 用 す る 。

　 （ 災 害 危 険 区 域 内 の 畜 舎 等 ）

第 三 条　 愛 知 県 建 築 基 準 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 第 三 条 の 規 定 に よ り 指 定 さ

れ た 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 ） 第 三 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 災 害 危 険 区 域 内

に お い て 居 室 を 有 す る 畜 舎 等 を 新 築 し 、 増 築 し 、 又 は 改 築 す る 場 合 に は 、 当 該 畜 舎 等 の 基 礎 及

び 主 要 構 造 部 を 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 又 は こ れ に 類 す る 構 造 と し 、 か つ 、 当 該 畜 舎 等 の 外 壁 の 開

口 部 が 崖 （ 勾 配 が 三 十 度 を 超 え る 傾 斜 地 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 直 接 面 し な い よ う に し な け れ ば

な ら な い 。 た だ し 、 地 す べ り 防 止 工 事 又 は 急 傾 斜 地 崩 壊 防 止 工 事 の 施 行 に よ り 、 当 該 畜 舎 等 が

被 害 を 受 け る お そ れ が な い 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

　 （ 畜 舎 等 の 敷 地 と 道 路 と の 関 係 ）

第 四 条　 床 面 積 （ 同 一 敷 地 内 に 二 以 上 の 畜 舎 等 が あ る 場 合 に あ っ て は 、 そ の 床 面 積 の 合 計 ） が 千

平 方 メ ー ト ル を 超 え る 畜 舎 等 の 敷 地 （ 省 令 第 四 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 認 定 を 受 け た 畜 舎 等

の 敷 地 を 除 く 。 ） は 、 道 路 に 四 メ ー ト ル 以 上 接 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 畜 舎 等 の 周 囲 の 空

地 の 状 況 そ の 他 畜 舎 等 の 敷 地 及 び 周 囲 の 状 況 に よ り 知 事 が 安 全 上 及 び 防 火 上 支 障 が な い と 認 め

る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

２　 畜 舎 等 の 敷 地 （ 省 令 第 四 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 認 定 を 受 け た 畜 舎 等 の 敷 地 及 び 前 項 の 規

定 の 適 用 を 受 け る 敷 地 を 除 く 。 ） が 路 地 状 部 分 の み に よ っ て 道 路 に 接 す る 場 合 に お け る そ の 路 地

状 部 分 の 幅 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ ら な け れ ば な

農 林 水 産 省

国 土 交 通 省
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ら な い 。 た だ し 、 畜 舎 等 の 周 囲 の 空 地 の 状 況 そ の 他 畜 舎 等 の 敷 地 及 び 周 囲 の 状 況 に よ り 知 事 が

安 全 上 及 び 防 火 上 支 障 が な い と 認 め る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

　 一　 路 地 状 部 分 の 長 さ が 十 五 メ ー ト ル 未 満 の 場 合　 二 メ ー ト ル 以 上

　 二　 路 地 状 部 分 の 長 さ が 十 五 メ ー ト ル 以 上 二 十 五 メ ー ト ル 未 満 の 場 合　 二 ・ 五 メ ー ト ル 以 上

　 三　 路 地 状 部 分 の 長 さ が 二 十 五 メ ー ト ル 以 上 の 場 合　 三 メ ー ト ル 以 上

　 （ 崖 付 近 の 畜 舎 等 ）

第 五 条　 畜 舎 等 の 敷 地 が 、 高 さ 二 メ ー ト ル を 超 え る 崖 に 接 し 、 又 は 近 接 す る 場 合 は 、 崖 の 上 に あ っ

て は 崖 の 下 端 か ら 、 崖 の 下 に あ っ て は 崖 の 上 端 か ら 、 畜 舎 等 と の 間 に そ の 崖 の 高 さ の 二 倍 以 上

の 水 平 距 離 を 保 た な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 愛 知 県 建 築 基 準 条 例 第 八 条 第 一 項 た だ し 書 の 知

事 が 定 め る 場 合 に 該 当 す る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

２　 高 さ 二 メ ー ト ル を 超 え る 崖 の 上 に あ る 畜 舎 等 の 敷 地 に は 、 地 盤 の 保 全 及 び 崖 面 へ の 流 水 防 止

の た め 、 適 当 な 排 水 施 設 を 設 け な け れ ば な ら な い 。

　 （ 市 町 村 条 例 と の 関 係 ）

第 六 条　 市 町 村 が 省 令 に 基 づ く 条 例 に よ っ て 、 こ の 条 例 の 規 定 に よ る 制 限 を 超 え る 制 限 を 付 加 す

る 場 合 は 、 そ の 超 え る 部 分 に つ い て は 、 当 該 条 例 の 定 め る と こ ろ に よ る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す

る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 五 号

　　　 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 愛 知 県 条 例 第 一 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 第 一 号 中 「 執 行 機 関 の 規 則 （ 規 程 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 、 企 業 管 理 規 程 及 び 議 会 の 規 程 」

を 「 規 則 そ の 他 の 規 程 」 に 改 め る 。

　 第 三 条 第 一 項 中 「 の う ち 規 則 等 （ 執 行 機 関 の 規 則 、 企 業 管 理 規 程 及 び 議 会 の 規 程 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） で 定 め る も の 」 を 削 り 、 「 、 規 則 等 」 の 下 に 「 （ 執 行 機 関 の 規 則 （ 規 程 を 含 む 。 ） 、 企 業 管 理

規 程 及 び 議 会 の 規 程 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。

　 第 四 条 第 一 項 、 第 五 条 第 一 項 及 び 第 六 条 第 一 項 中 「 の う ち 規 則 等 で 定 め る も の 」 を 削 る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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　 愛 知 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章

愛 知 県 条 例 第 六 号

　　　 愛 知 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 四 条 第 一 項 た だ し 書 中 「 別 表 第 三 一 般 旅 券 発 給 事 務 の 項 に 規 定 す る 」 を 「 次 の 各 号 に 掲 げ る 」

に 、 「 旅 券 の 交 付 の 」 を 「 当 該 各 号 に 定 め る 」 に 改 め 、 同 項 に 次 の 各 号 を 加 え る 。

　 一　 別 表 第 三 一 般 旅 券 発 給 事 務 の 項 に 規 定 す る 手 数 料　 旅 券 の 交 付 の と き 。

　 二　 事 務 の 性 質 上 こ の 項 本 文 の 規 定 に よ る こ と が 適 当 で な い も の と し て 知 事 が 定 め る 手 数 料

　　 知 事 が 定 め る と き 。

　 別 表 第 一 行 政 書 士 試 験 事 務 の 項 中 「 七 、 〇 〇 〇 」 を 「 一 〇 、 四 〇 〇 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 二 高 圧 ガ ス 製 造 保 安 責 任 者 免 状 交 付 等 事 務 の 項 中 「 九 、 三 〇 〇 」 を 「 一 一 、 六 〇 〇 」 に 、

「 八 、 八 〇 〇 」 を 「 一 一 、 一 〇 〇 」 に 、 「 八 、 七 〇 〇 」 を 「 一 〇 、 三 〇 〇 」 に 、 「 八 、 二 〇 〇 」 を

「 九 、 八 〇 〇 」 に 、 「 七 、 九 〇 〇 」 を 「 九 、 〇 〇 〇 」 に 、 「 七 、 四 〇 〇 」 を 「 八 、 五 〇 〇 」 に 、 「 六 、

二 〇 〇 」 を 「 七 、 二 〇 〇 」 に 、 「 五 、 七 〇 〇 」 を 「 六 、 七 〇 〇 」 に 改 め 、 同 表 電 気 工 事 士 免 状 交 付

事 務 の 項 中 「 二 、 一 〇 〇 」 を 「 二 、 七 〇 〇 」 に 改 め 、 同 表 液 化 石 油 ガ ス 保 安 確 保 機 器 設 置 等 認 定

事 務 の 項 中 「 一 一 〇 、 〇 〇 〇 」 を 「 九 八 、 〇 〇 〇 」 に 改 め 、 同 表 液 化 石 油 ガ ス 貯 蔵 施 設 位 置 等 変

更 許 可 事 務 の 項 中 「 一 七 、 〇 〇 〇 円 」 を 「 一 五 、 〇 〇 〇 円 」 に 改 め 、 同 表 液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 免

状 交 付 等 事 務 の 項 中 「 二 一 、 四 〇 〇 」 を 「 二 三 、 二 〇 〇 」 に 、 「 二 〇 、 九 〇 〇 」 を 「 二 二 、 七 〇 〇 」

に 改 め る 。

　 別 表 第 五 介 護 支 援 専 門 員 証 交 付 等 事 務 の 項 中 「 五 八 、 〇 〇 〇 」 を 「 五 九 、 六 〇 〇 」 に 、 「 二 五 、

一 〇 〇 」 を 「 二 八 、 六 〇 〇 」 に 、 「 三 四 、 七 〇 〇 」 を 「 三 六 、 六 〇 〇 」 に 、 「 三 六 、 〇 〇 〇 」 を 「 三

八 、 二 〇 〇 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 七 鉱 工 業 分 析 等 事 務 の 項 中 「 一 七 二 、 一 〇 〇 」 を 「 二 一 五 、 三 〇 〇 」 に 、 「 五 五 、 九 〇 〇 」

を 「 六 一 、 三 〇 〇 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 八 技 能 検 定 試 験 事 務 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

当 該 試 験 が 実 施

さ れ る 日 の 属 す

る 年 度 の 四 月 一

日 に お け る 年 齢

が 二 十 五 歳 未 満

で あ る 者 （ 出 入

国 管 理 及 び 難 民

認 定 法 （ 昭 和 二
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技 能 検 定 試

験 事 務

技 能 検 定 試 験

手 数 料

実
技

試
験

学 生
及 び

生 徒
が 三

級 の
技 能

検 定
を 受

け る
場 合

十 六 年 政 令 第 三

百 十 九 号 ） 別 表

第 一 の 上 欄 の 在

留 資 格 を も っ て

在 留 す る 者 を 除

く 。 以 下 こ の 項

に お い て 「 二 十

五 歳 未 満 の 者 」

と い う 。 ） の う

ち 、 雇 用 保 険 法

（ 昭 和 四 十 九 年

法 律 第 百 十 六

号 ） 第 四 条 第 一

項 に 規 定 す る 被

保 険 者 （ 以 下 こ

の 項 に お い て

「 被 保 険 者 」 と

い う 。 ）

一 件 に つ き 三 、 一 〇 〇

二 十 五 歳 未 満 の

者 （ 被 保 険 者 を

除 く 。 ） の う ち 、

県 内 に 住 所 を 有

し 、 又 は 県 内 に

所 在 す る 学 校 等

に 在 籍 す る 者

一 件 に つ き 七 、 六 〇 〇

そ の 他 の 者 一 件 に つ き 一 二 、 一 〇 〇

二 十 五 歳 未 満 の 者 の う

ち 被 保 険 者 が 二 級 の 技

能 検 定 を 受 け る 場 合 又

は 二 十 五 歳 未 満 の 者 の

う ち 被 保 険 者 （ 学 生 及

び 生 徒 を 除 く 。 ） が 三 級

の 技 能 検 定 を 受 け る 場

合

一 件 に つ き 九 、 二 〇 〇

学 生 及 び 生 徒 （ 二 十 五

歳 未 満 の 者 （ 被 保 険 者

を 除 く 。 ） の う ち 、 県 内

に 住 所 を 有 し 、 又 は 県

内 に 所 在 す る 学 校 等 に

在 籍 す る 者 に 限 る 。 ） が

二 級 の 技 能 検 定 を 受 け

る 場 合

一 件 に つ き 一 三 、 七 〇 〇

そ の 他 の 場 合 一 件 に つ き 一 八 、 二 〇 〇

学 科 試 験 一 件 に つ き 三 、 一 〇 〇

技 能 検 定 合 格

証 書 再 交 付 手

数 料

一 件 に つ き 二 、 〇 〇 〇

　 別 表 第 十 家 畜 衛 生 事 務 の 項 中

「 家 畜 検 査 証 明

書 、 家 畜 投 薬

証 明 書 、 家 畜

注 射 証 明 書 又 一 通 に つ き 三 〇 〇 を
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は 家 畜 薬 浴 証

明 書 の 交 付 手

数 料

」

「 豚 熱 予 防 液 交

付 手 数 料 一 頭 に つ き 六 〇

に 改 め る 。

家 畜 検 査 証 明

書 、 家 畜 投 薬

証 明 書 、 家 畜

注 射 証 明 書 又

は 家 畜 薬 浴 証

明 書 の 交 付 手

数 料

一 通 に つ き 三 〇 〇
」

　 別 表 第 十 三 宅 地 建 物 取 引 士 資 格 登 録 等 事 務 の 項 中 「 七 、 〇 〇 〇 」 を 「 八 、 二 〇 〇 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 十 四 サ ー ビ ス 付 き 高 齢 者 向 け 住 宅 事 業 登 録 事 務 の 項 の 前 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

マ ン シ ョ ン

管 理 計 画 認

定 事 務

マ ン シ ョ ン 管

理 計 画 認 定 申

請 手 数 料

マ ン シ ョ ン

の 管 理 の 適

正 化 の 推 進

に 関 す る 法

律 （ 平 成 十

二 年 法 律 第

百 四 十 九

号 ） 第 五 条

の 四 各 号

（ 第 四 号 に

あ っ て は 、

マ ン シ ョ ン

管 理 適 正 化

指 針 に 係 る

部 分 に 限

る 。 ） に 掲 げ

る 基 準 に 適

合 し て い る

こ と が 証 さ

れ て い る 場

合 と し て 知

事 が 定 め る

場 合 以 外 の

場 合

長 期 修 繕 計 画

の 数 が 一 で あ

る 場 合

一 件 に つ き 四 二 、 一 〇 〇

長 期 修 繕 計 画

の 数 が 二 以 上

で あ る 場 合

一 件 に つ き

四 二 、 一 〇 〇 円 に 一

を 超 え る 長 期 修 繕 計

画 の 数 に 二 二 、 五 〇

〇 円 を 乗 じ て 得 た 額

を 加 算 し た 額

マ ン シ ョ ン 管

理 計 画 認 定 更

新 申 請 手 数 料

マ ン シ ョ ン

の 管 理 の 適

正 化 の 推 進

に 関 す る 法

律 第 五 条 の

四 各 号 （ 第

四 号 に あ っ

て は 、 マ ン

シ ョ ン 管 理

適 正 化 指 針

に 係 る 部 分

に 限 る 。 ） に

掲 げ る 基 準

に 適 合 し て

い る こ と が

証 さ れ て い

る 場 合 と し

て 知 事 が 定

め る 場 合 以

外 の 場 合 あ

長 期 修 繕 計 画

の 数 が 一 で あ

る 場 合

一 件 に つ き 四 二 、 一 〇 〇

長 期 修 繕 計 画

の 数 が 二 以 上

で あ る 場 合

一 件 に つ き

四 二 、 一 〇 〇 円 に 一

を 超 え る 長 期 修 繕 計

画 の 数 に 二 二 、 五 〇

〇 円 を 乗 じ て 得 た 額

を 加 算 し た 額
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　 別 表 第 十 六 銃 砲 等 刀 剣 類 所 持 許 可 事 務 の 項 中
「

一 、 八 〇 〇
」
を

「

一 、 六 〇 〇
」
に 改 め 、 同 表 運 転 免 許 等 事 務 の 項 中

「 認 知 機 能 検 査

手 数 料 一 件 に つ き 七 五 〇
」
を

「 認 知 機 能 検 査

手 数 料 一 件 に つ き 一 、 〇 五 〇

に 、

運 転 技 能 検 査

手 数 料 一 件 に つ き 三 、 五 五 〇
」

「
小 型 特 殊 自 動

車 免 許 以 外 の

第 一 種 運 転 免

許 又 は 第 二 種

運 転 免 許 を 受

け て い る 者 に

対 す る 講 習

（ 道 路 交 通 法

第 九 十 七 条 の

二 第 一 項 第 三

号 イ 、 第 百 一

条 の 四 第 二 項

又 は 第 百 一 条

の 七 第 四 項 の

規 定 に よ り 認

知 機 能 検 査 の

結 果 に 基 づ い

て 行 う も の を

除 く 。 ）

一 件 に つ き 五 、 一 〇 〇

小 型 特 殊 自 動

車 免 許 以 外 の

第 一 種 運 転 免

許 又 は 第 二 種

運 転 免 許 を 受

け て い る 者 に

対 す る 講 習

（ 道 路 交 通 法

第 九 十 七 条 の

二 第 一 項 第 三

号 イ 又 は 第 百

一 条 の 四 第 二

項 の 規 定 に よ

り 認 知 機 能 検

査 の 結 果 に 基

づ い て 行 う も

の に 限 る 。 ）

一 件 に つ き

五 、 一 〇 〇 （ 当 該 認

知 機 能 検 査 の 結 果 が

認 知 症 の お そ れ が あ

る こ と そ の 他 の 認 知

機 能 が 低 下 し て い る

お そ れ が あ る こ と を

示 す も の と し て 道 路

交 通 法 施 行 令 第 四 十

三 条 第 一 項 の 表 講 習

手 数 料 の 項 の 内 閣 府

令 で 定 め る 基 準 に 該

当 す る 者 に 対 す る 講

習 に あ っ て は 、 七 、

九 五 〇 ）

小 型 特 殊 自 動

車 免 許 以 外 の

第 一 種 運 転 免

許 又 は 第 二 種
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運 転 免 許 を 受

け て い る 者 に

対 す る 講 習

（ 道 路 交 通 法

第 百 一 条 の 七

第 四 項 の 規 定

に よ り 認 知 機

能 検 査 の 結 果

に 基 づ い て 行

う も の に 限

る 。 ）

一 件 に つ き 五 、 八 〇 〇

を

小 型 特 殊 自 動

車 免 許 の み を

受 け て い る 者

に 対 す る 講 習

（ 道 路 交 通 法

第 九 十 七 条 の

二 第 一 項 第 三

号 イ 、 第 百 一

条 の 四 第 二 項

又 は 第 百 一 条

の 七 第 四 項 の

規 定 に よ り 認

知 機 能 検 査 の

結 果 に 基 づ い

て 行 う も の を

除 く 。 ）

一 件 に つ き 二 、 二 五 〇

小 型 特 殊 自 動

車 免 許 の み を

受 け て い る 者

に 対 す る 講 習

（ 道 路 交 通 法

第 九 十 七 条 の

二 第 一 項 第 三

号 イ 又 は 第 百

一 条 の 四 第 二

項 の 規 定 に よ

り 認 知 機 能 検

査 の 結 果 に 基

づ い て 行 う も

の に 限 る 。 ）

一 件 に つ き

二 、 二 五 〇 （ 当 該 認

知 機 能 検 査 の 結 果 が

認 知 症 の お そ れ が あ

る こ と そ の 他 の 認 知

機 能 が 低 下 し て い る

お そ れ が あ る こ と を

示 す も の と し て 道 路

交 通 法 施 行 令 第 四 十

三 条 第 一 項 の 表 講 習

手 数 料 の 項 の 内 閣 府

令 で 定 め る 基 準 に 該

当 す る 者 に 対 す る 講

習 に あ っ て は 、 四 、

四 五 〇 ）

小 型 特 殊 自 動

車 免 許 の み を

受 け て い る 者

に 対 す る 講 習

（ 道 路 交 通 法

第 百 一 条 の 七

第 四 項 の 規 定

に よ り 認 知 機

能 検 査 の 結 果

に 基 づ い て 行

う も の に 限

る 。 ）

一 件 に つ き 二 、 三 五 〇
」

「
道 路 交 通 法 第

七 十 一 条 の 五

第 三 項 に 規 定

す る 普 通 自 動

車 対 応 免 許

（ 以 下 こ の 項
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に お い て 「 普

通 自 動 車 対 応

免 許 」 と い

う 。 ） を 受 け て

い る 者 （ 同 法

第 九 十 七 条 の

二 第 一 項 第 三

号 イ 及 び ハ に

掲 げ る 者 並 び

に 同 法 第 百 一

条 の 四 第 三 項

の 規 定 の 適 用

を 受 け る 者 を

除 く 。 ） に 対 す

る 講 習

一 件 に つ き 六 、 四 五 〇

普 通 自 動 車 対

応 免 許 を 受 け

て い る 者 （ 道

路 交 通 法 第 九

十 七 条 の 二 第

一 項 第 三 号 イ

若 し く は ハ に

掲 げ る 者 又 は

同 法 第 百 一 条

の 四 第 三 項 の

規 定 の 適 用 を

受 け る 者 に 限

る 。 ） 又 は 第 一

種 運 転 免 許 若

し く は 第 二 種

運 転 免 許 で

あ っ て 普 通 自

動 車 対 応 免 許

以 外 の も の の

み を 受 け て い

る 者 に 対 す る

講 習

一 件 に つ き 二 、 九 〇 〇
」

に 、

「
道 路 交 通 法 第 百 八 条 の 二 第

一 項 第 十 四 号 に 掲 げ る 講 習

講 習 一 時 間 に

つ き 二 、 〇 〇 〇

加 齢 に 伴 っ て 生 ず る 身 体 の

機 能 の 低 下 が 自 動 車 及 び 原

動 機 付 自 転 車 （ 以 下 こ の 項

に お い て 「 自 動 車 等 」 と い

う 。 ） の 運 転 に 影 響 を 及 ぼ し

て い る と 認 め ら れ る か ど う

か の 確 認 及 び そ の 結 果 に 基

づ く 指 導 を 行 う 道 路 交 通 法

第 百 八 条 の 二 第 二 項 の 規 定

に よ る 講 習

一 件 に つ き 二 、 六 五 〇

道 路 交 通 法 施 行 令 第 三 十 七

条 の 六 の 二 第 一 号 に 規 定 す

る 道 路 交 通 法 第 百 八 条 の 二

第 二 項 の 規 定 に よ る 講 習 で

国 家 公 安 委 員 会 規 則 で 定 め

る 基 準 に 適 合 す る も の （ 加

齢 に 伴 っ て 生 ず る 身 体 の 機

能 の 低 下 が 自 動 車 等 の 運 転

一 件 に つ き

五 、 一 〇 〇 （ 道 路 交

通 法 第 百 一 条 の 四 第

二 項 の 規 定 に よ り 受

け た 認 知 機 能 検 査 の

結 果 が 認 知 症 の お そ

れ が あ る こ と そ の 他

の 認 知 機 能 が 低 下 し

て い る お そ れ が あ る

こ と を 示 す も の と し

て 道 路 交 通 法 施 行 令

を
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に 影 響 を 及 ぼ し て い な い と

認 め ら れ る 者 に 対 し て 行 う

も の を 除 く 。 ）

第 四 十 三 条 第 一 項 の

表 講 習 手 数 料 の 項 の

内 閣 府 令 で 定 め る 基

準 に 該 当 す る 者 に 対

す る 講 習 に あ っ て

は 、 七 、 九 五 〇 ）

道 路 交 通 法 施 行 令 第 三 十 七

条 の 六 の 二 第 一 号 に 規 定 す

る 道 路 交 通 法 第 百 八 条 の 二

第 二 項 の 規 定 に よ る 講 習 で

国 家 公 安 委 員 会 規 則 で 定 め

る 基 準 に 適 合 す る も の （ 加

齢 に 伴 っ て 生 ず る 身 体 の 機

能 の 低 下 が 自 動 車 等 の 運 転

に 影 響 を 及 ぼ し て い な い と

認 め ら れ る 者 に 対 し て 行 う

も の に 限 る 。 ）

一 件 に つ き 一 、 八 〇 〇
」

「 道 路 交 通 法 第 百 八 条 の 二 第

一 項 第 十 四 号 に 掲 げ る 講 習

講 習 一 時 間 に

つ き 二 、 二 五 〇

道 路 交 通 法 第 百 八 条 の 二 第

一 項 第 十 五 号 に 掲 げ る 講 習

講 習 一 時 間 に

つ き 二 、 〇 〇 〇

道 路 交 通 法

第 百 八 条 の

二 第 二 項 の

規 定 に よ る

講 習 で 同 法

第 九 十 七 条

の 二 第 一 項

第 三 号 イ の

国 家 公 安 委

員 会 規 則 で

定 め る 基 準

に 適 合 す る

も の

普 通 自 動 車 対

応 免 許 を 受 け

て い る 者 （ 道

路 交 通 法 第 九

十 七 条 の 二 第

一 項 第 三 号 イ

及 び ハ に 掲 げ

る 者 並 び に 同

法 第 百 一 条 の

四 第 三 項 の 規

定 の 適 用 を 受

け る 者 を 除

く 。 ） に 対 す る

講 習

一 件 に つ き 六 、 四 五 〇

普 通 自 動 車 対

応 免 許 を 受 け

て い る 者 （ 道

路 交 通 法 第 九

十 七 条 の 二 第

一 項 第 三 号 イ

若 し く は ハ に

掲 げ る 者 又 は

同 法 第 百 一 条

の 四 第 三 項 の

規 定 の 適 用 を

受 け る 者 に 限

る 。 ） 又 は 第 一

種 運 転 免 許 若

し く は 第 二 種

運 転 免 許 で

あ っ て 普 通 自

動 車 対 応 免 許

以 外 の も の の

み を 受 け て い

る 者 に 対 す る

講 習

一 件 に つ き 二 、 九 〇 〇
」

に 、 「 認 知 機 能 検 査 を 」 を
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「 認 知 機 能 検 査 等 を 」 に 、 「 一 、 四 〇 〇 （ 」 を 「 一 、 四 五 〇 （ 」 に 、 「 免 除 さ れ る 者 に 対 す る 講 習 に あ っ

て は 、 八 〇 〇 」 を 「 免 除 さ れ る 者 に 対 す る 講 習 に あ っ て は 、 一 、 二 〇 〇 」 に 改 め 、 同 表 備 考 第 十

一 号 中 「 及 び 第 十 三 号 」 を 「 、 第 十 三 号 及 び 第 十 四 号 」 に 、 「 又 は 第 百 八 条 の 三 の 二 」 を 「 、 第 百

八 条 の 三 の 二 又 は 第 百 八 条 の 三 の 三 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 十 九 講 習 手 数 料 （ 道 路 交 通 法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 二 号 及 び 第 十 号 に 掲 げ る 講 習 に 係 る

も の に 限 る 。 ） の 項 中 「 及 び 第 十 号 」 を 「 、 第 十 号 及 び 第 十 四 号 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 十 六 運 転 免 許 等 事 務 の 項 及 び

備 考 第 十 一 号 並 び に 別 表 第 十 九 講 習 手 数 料 （ 道 路 交 通 法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 二 号 及 び 第 十 号

に 掲 げ る 講 習 に 係 る も の に 限 る 。 ） の 項 の 改 正 規 定 は 、 同 年 五 月 十 三 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 経 過 措 置 ）

２　 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 改 正 後 の 愛 知 県 手 数 料 条 例 別 表 第 八 の 規 定 の 適 用 に

つ い て は 、 同 表 技 能 検 定 試 験 事 務 の 項 （ 技 能 検 定 試 験 手 数 料 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 中 「 七 、 六 〇

〇 」 と あ る の は 「 三 、 一 〇 〇 」 と 、 「 一 三 、 七 〇 〇 」 と あ る の は 「 九 、 二 〇 〇 」 と す る 。

　 （ 愛 知 県 証 紙 条 例 の 一 部 改 正 ）

３　 愛 知 県 証 紙 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 別 表 中 「 別 表 第 十 七 に 規 定 す る 手 数 料 」 の 下 に 「 並 び に こ れ ら 以 外 の 手 数 料 で 条 例 第 四 条 第

一 項 第 二 号 の 知 事 が 定 め る 手 数 料 で あ る も の 」 を 加 え る 。

　 愛 知 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 七 号

　　　 愛 知 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 二 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 三 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 第 一 項 第 一 号 中 「 八 、 七 一 九 人 」 を 「 八 、 七 七 三 人 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 四 四 〇 人 」

を 「 四 三 九 人 」 に 改 め 、 同 項 第 六 号 中 「 二 七 人 」 を 「 二 六 人 」 に 改 め 、 同 項 第 七 号 中 「 三 四 〇 人 」

を 「 三 四 三 人 」 に 改 め 、 同 項 第 八 号 中
「　 八 、 八 四 七 人

　　 三 、 二 一 四 人

　 一 二 、 ○ 六 一 人 」
を
「　 八 、 七 七 八 人

　　 三 、 二 七 九 人

　 一 二 、 ○ 五 七 人 」
に 改 め 、 同 項 第

九 号 中 「 一 八 人 」 を 「 一 七 人 」 に 改 め 、 同 項 第 十 四 号 中 「 一 七 、 三 二 五 人      九 、 九 五 八 人 」 を 「 一 七 、 六 五 七 人　 一 〇 、 〇 四 四 人 」
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に 、 「　　　 三 二 五 人

　 二 七 、 六 五 〇 人 」 を
「 　 　 三 三 〇 人

　 二 八 、 〇 七 三 人 」 に 改 め 、 同 項 末 尾 の 計 中 「 六 五 、 四 二 七 人 」 を 「 六

五 、 九 〇 〇 人 」 に 改 め る 。

　 附 則 第 七 項 中 「 令 和 四 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 五 年 三 月 三 十 一 日 」 に 、 「 五 十 四 人 」 を 「 八 十

七 人 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 八 号

　　　 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 三 年 愛 知 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 一 条 中 「 及 び 第 二 十 八 条 第 三 項 」 を 「 並 び に 第 二 十 八 条 第 三 項 及 び 第 四 項 」 に 改 め る 。

　 第 六 条 を 第 七 条 と し 、 第 五 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 失 職 の 特 例 ）

第 六 条　 任 命 権 者 は 、 職 務 上 の 過 失 に よ る 事 故 又 は 通 勤 途 上 の 過 失 に よ る 交 通 事 故 に 係 る 罪 に よ

り 禁 錮 の 刑 に 処 せ ら れ 、 そ の 刑 の 全 部 の 執 行 を 猶 予 さ れ た 職 員 に つ い て 、 情 状 を 考 慮 し て 特 に

必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 職 を 失 わ な い も の と す る こ と が で き る 。

２　 前 項 の 規 定 に よ り そ の 職 を 失 わ な い も の と さ れ た 職 員 が そ の 刑 の 全 部 の 執 行 猶 予 の 言 渡 し を

取 り 消 さ れ た と き は 、 そ の 職 を 失 う 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 九 号

　　　 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 各 号 列 記 以 外 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め る 。

　　 新 た に 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 と な つ た 者 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 様 式 に よ る 宣 誓 書 を 任 命 権 者 に



令和４年３月25日　　　　　金曜日　　　　愛  知  県  公  報

-26-

第291号

提 出 し て か ら で な け れ ば 、 そ の 職 務 を 行 つ て は な ら な い 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 号

　　　 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 愛 知 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 目 次 中 「 第 九 条 」 を 「 第 九 条 の 三 」 に 改 め る 。

　 第 二 条 第 四 号 イ ⑴ を 削 り 、 同 号 イ ⑵ 中 「 特 定 職 に 引 き 続 き 」 を 「 引 き 続 い て 任 命 権 者 を 同 じ く

す る 職 （ 以 下 「 特 定 職 」 と い う 。 ） に 」 に 改 め 、 同 号 イ 中 ⑵ を ⑴ と し 、 ⑶ を ⑵ と す る 。

　 第 二 章 に 次 の 二 条 を 加 え る 。

　 （ 妊 娠 又 は 出 産 等 に つ い て の 申 出 が あ っ た 場 合 に お け る 措 置 等 ）

第 九 条 の 二　 任 命 権 者 は 、 職 員 か ら 、 当 該 職 員 又 は そ の 配 偶 者 が 妊 娠 し 、 又 は 出 産 し た こ と そ の

他 こ れ に 準 ず る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 事 実 の 申 出 が あ っ た と き は 、 当 該 職 員 に 対

し 、 育 児 休 業 に 関 す る 制 度 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 事 項 を 知 ら せ る と と も に 、 育 児 休

業 の 承 認 の 請 求 に 係 る 当 該 職 員 の 意 向 を 確 認 す る た め の 面 談 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

２　 任 命 権 者 は 、 職 員 が 前 項 の 申 出 を し た こ と を 理 由 と し て 、 当 該 職 員 が 不 利 益 な 取 扱 い を 受 け

る こ と が な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。

　 （ 勤 務 環 境 の 整 備 に 関 す る 措 置 ）

第 九 条 の 三　 任 命 権 者 は 、 育 児 休 業 の 承 認 の 請 求 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う に す る た め 、 次 に 掲 げ る

措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

　 一　 職 員 に 対 す る 育 児 休 業 に 係 る 研 修 の 実 施

　 二　 育 児 休 業 に 関 す る 相 談 体 制 の 整 備

　 三　 そ の 他 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 育 児 休 業 に 係 る 勤 務 環 境 の 整 備 に 関 す る 措 置

　 第 二 十 五 条 第 二 号 中 「 次 の い ず れ に も 該 当 す る 」 を 「 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時 間

を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 」 に 改 め 、 イ 及 び ロ を 削 る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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　 知 事 等 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 一 号

　　　 知 事 等 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 知 事 等 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 愛 知 県 条 例 第 七 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。

　 第 一 条 中 「 令 和 三 年 四 月 一 日 か ら 令 和 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で 」 を 「 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 令 和

五 年 三 月 三 十 一 日 ま で 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 県 吏 員 職 員 退 隠 料 退 職 給 与 金 遺 族 扶 助 料 支 給 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 二 号

　　　 県 吏 員 職 員 退 隠 料 退 職 給 与 金 遺 族 扶 助 料 支 給 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 （ 県 吏 員 職 員 退 隠 料 退 職 給 与 金 遺 族 扶 助 料 支 給 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条　 県 吏 員 職 員 退 隠 料 退 職 給 与 金 遺 族 扶 助 料 支 給 規 則 （ 大 正 十 二 年 県 令 第 百 八 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 第 九 条 第 一 項 た だ し 書 を 削 る 。

　 （ 県 吏 員 職 員 退 隠 料 退 職 給 与 金 遺 族 扶 助 料 支 給 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条　 県 吏 員 職 員 退 隠 料 退 職 給 与 金 遺 族 扶 助 料 支 給 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 一

年 愛 知 県 条 例 第 四 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 附 則 第 九 条 第 一 項 中 「 一 に 」 を 「 い ず れ か に 」 に 、 「 掲 げ る 」 を 「 定 め る 」 に 改 め 、 同 項 第 一

号 中 「 を い う 」 の 下 に 「 。 次 号 に お い て 同 じ 」 を 加 え 、 「 （ 十 八 歳 以 上 二 十 歳 未 満 の 子 に あ つ て

は 重 度 障 害 で あ る 者 に 限 る 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 第 二 号 中 「 （ 前 号 に 規 定 す る 子 に 限 る 。 ） 」 を 削 る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２　 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） の 前 日 に お い て 未 成 年 の 子 に つ い て 給 与 事 由

が 生 じ て い る 県 吏 員 職 員 退 隠 料 退 職 給 与 金 遺 族 扶 助 料 支 給 規 則 （ 以 下 「 退 隠 料 等 支 給 規 則 」 と

い う 。 ） 第 二 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 扶 助 料 に 係 る 当 該 子 に 対 す る 同 項 並 び に 退 隠 料 等 支 給 規

則 第 二 十 九 条 及 び 第 三 十 五 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 退 隠 料 等 支 給 規 則 第 二 十 八 条 第
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一 項 中 「 未 成 年 の 子 」 と あ る の は 「 二 十 歳 未 満 の 子 （ 婚 姻 し た 子 を 除 く 。 ） 」 と 、 「 、 成 年 の 子 」

と あ る の は 「 、 二 十 歳 以 上 の 子 （ 婚 姻 し た 二 十 歳 未 満 の 子 を 含 む 。 ） 」 と 、 退 隠 料 等 支 給 規 則 第

二 十 九 条 及 び 第 三 十 五 条 第 一 項 第 四 号 中 「 成 年 の 子 」 と あ る の は 「 二 十 歳 以 上 の 子 （ 婚 姻 し た

二 十 歳 未 満 の 子 を 含 む 。 ） 」 と す る 。

３　 施 行 日 の 前 日 に お い て 退 隠 料 等 支 給 規 則 第 三 十 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 扶 助 料 に つ い て 第

二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 県 吏 員 職 員 退 隠 料 退 職 給 与 金 遺 族 扶 助 料 支 給 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 附 則 第 九 条 第 一 項 （ 第 一 号 及 び 第 二 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 に よ る 加 算 の 原 因 と な

る 未 成 年 の 子 が あ る 場 合 に お け る 当 該 子 に 対 す る 退 隠 料 等 支 給 規 則 第 三 十 条 第 四 項 及 び 第 二 条

の 規 定 に よ る 改 正 後 の 県 吏 員 職 員 退 隠 料 退 職 給 与 金 遺 族 扶 助 料 支 給 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 条

例 （ 以 下 「 新 昭 和 五 十 一 年 退 隠 料 等 支 給 規 則 改 正 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 九 条 第 一 項 の 規 定 の 適

用 に つ い て は 、 退 隠 料 等 支 給 規 則 第 三 十 条 第 四 項 中 「 未 成 年 の 子 」 と あ る の は 「 二 十 歳 未 満 の

子 （ 婚 姻 し た 子 を 除 く 。 ） 」 と 、 「 な い 成 年 の 子 」 と あ る の は 「 な い 二 十 歳 以 上 の 子 （ 婚 姻 し た 二

十 歳 未 満 の 子 を 含 む 。 ） 」 と 、 新 昭 和 五 十 一 年 退 隠 料 等 支 給 規 則 改 正 条 例 附 則 第 九 条 第 一 項 第 一

号 中 「 子 」 と あ る の は 「 子 （ 十 八 歳 以 上 二 十 歳 未 満 の 子 （ 婚 姻 し た 子 を 除 く 。 ） に あ つ て は 重 度

障 害 で あ る 者 に 限 る 。 ） 」 と 、 同 項 第 二 号 中 「 子 」 と あ る の は 「 子 （ 前 号 に 規 定 す る 子 に 限 る 。 ） 」

と す る 。

　 愛 知 県 地 震 防 災 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 三 号

　　　 愛 知 県 地 震 防 災 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 地 震 防 災 推 進 条 例 （ 平 成 十 六 年 愛 知 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 十 条 の 見 出 し を 「 （ 要 配 慮 者 対 策 の 支 援 ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 援 護 」 を 「 配 慮 」 に 改 め る 。

　 第 二 十 二 条 中 「 勧 告 又 は 」 を 削 る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 個 人 情 報 保 護 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 四 号

　　　 愛 知 県 個 人 情 報 保 護 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 個 人 情 報 保 護 条 例 （ 平 成 十 六 年 愛 知 県 条 例 第 六 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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　 第 二 条 第 三 号 中 「 行 政 機 関 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 五 十 八

号 ） 第 二 条 第 三 項 」 を 「 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 五 十 七 号 ） 第 二 条 第 二

項 」 に 改 め 、 同 条 第 九 号 中 「 独 立 行 政 法 人 等 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 五

年 法 律 第 五 十 九 号 ） 第 二 条 第 一 項 」 を 「 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 第 二 条 第 九 項 」 に 改 め る 。

　 第 四 十 四 条 中 「 行 政 機 関 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 第 四 章 」 を 「 個 人 情 報 の 保 護

に 関 す る 法 律 第 五 章 第 四 節 」 に 改 め る 。

　 第 五 十 三 条 第 一 号 中 「 第 五 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 」 を 「 第 五 十 二 条 各 号 （ 第 二 号 を 除 く 。 ） に

掲 げ る 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 県 民 の 生 活 環 境 の 保 全 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 五 号

　　　 県 民 の 生 活 環 境 の 保 全 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 県 民 の 生 活 環 境 の 保 全 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 五 年 愛 知 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

　 附 則 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

　 （ 令 和 五 年 度 に す べ き 特 定 化 学 物 質 の 取 扱 量 の 届 出 に つ い て の 適 用 ）

13　 令 和 五 年 度 に す べ き 第 六 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て は 、 特 定 化 学 物 質 の 環 境 へ

の 排 出 量 の 把 握 等 及 び 管 理 の 改 善 の 促 進 に 関 す る 法 律 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 令 和 三 年

政 令 第 二 百 八 十 八 号 ） に よ る 特 定 化 学 物 質 の 環 境 へ の 排 出 量 の 把 握 等 及 び 管 理 の 改 善 の 促 進 に

関 す る 法 律 施 行 令 の 改 正 が な か っ た も の と し て 、 同 項 の 規 定 を 適 用 す る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 民 生 委 員 の 定 数 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 六 号

　　　 民 生 委 員 の 定 数 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 民 生 委 員 の 定 数 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 愛 知 県 条 例 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 本 則 の 表 春 日 井 市 の 区 域 の 項 中 「 三 八 六 人 」 を 「 三 八 九 人 」 に 改 め 、 同 表 豊 川 市 の 区 域 の 項 中
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「 二 九 九 人 」 を 「 三 〇 二 人 」 に 改 め 、 同 表 津 島 市 の 区 域 の 項 中 「 一 一 五 人 」 を 「 一 一 七 人 」 に 改

め 、 同 表 刈 谷 市 の 区 域 の 項 中 「 一 六 〇 人 」 を 「 一 六 一 人 」 に 改 め 、 同 表 安 城 市 の 区 域 の 項 中 「 二

三 一 人 」 を 「 二 三 二 人 」 に 改 め 、 同 表 小 牧 市 の 区 域 の 項 中 「 二 〇 〇 人 」 を 「 二 〇 四 人 」 に 改 め 、

同 表 知 多 市 の 区 域 の 項 中 「 一 一 八 人 」 を 「 一 二 〇 人 」 に 改 め 、 同 表 尾 張 旭 市 の 区 域 の 項 中 「 一 三

〇 人 」 を 「 一 三 一 人 」 に 改 め 、 同 表 高 浜 市 の 区 域 の 項 中 「 五 四 人 」 を 「 五 五 人 」 に 改 め 、 同 表 日

進 市 の 区 域 の 項 中 「 一 〇 二 人 」 を 「 一 〇 三 人 」 に 改 め 、 同 表 田 原 市 の 区 域 の 項 中 「 一 一 六 人 」 を

「 一 一 七 人 」 に 改 め 、 同 表 愛 西 市 の 区 域 の 項 中 「 一 一 三 人 」 を 「 一 一 五 人 」 に 改 め 、 同 表 北 名 古

屋 市 の 区 域 の 項 中 「 一 〇 七 人 」 を 「 一 〇 八 人 」 に 改 め 、 同 表 あ ま 市 の 区 域 の 項 中 「 一 〇 六 人 」 を

「 一 一 〇 人 」 に 改 め 、 同 表 長 久 手 市 の 区 域 の 項 中 「 六 七 人 」 を 「 七 七 人 」 に 改 め 、 同 表 愛 知 郡 東

郷 町 の 区 域 の 項 中 「 四 九 人 」 を 「 五 〇 人 」 に 改 め 、 同 表 丹 羽 郡 扶 桑 町 の 区 域 の 項 中 「 四 三 人 」 を

「 四 五 人 」 に 改 め 、 同 表 海 部 郡 大 治 町 の 区 域 の 項 中 「 三 一 人 」 を 「 三 五 人 」 に 改 め 、 同 表 海 部 郡

蟹 江 町 の 区 域 の 項 中 「 六 五 人 」 を 「 六 七 人 」 に 改 め 、 同 表 知 多 郡 武 豊 町 の 区 域 の 項 中 「 四 七 人 」

を 「 四 八 人 」 に 改 め 、 同 表 額 田 郡 幸 田 町 の 区 域 の 項 中 「 四 六 人 」 を 「 四 七 人 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 十 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 子 育 て 支 援 対 策 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 七 号

　　　 子 育 て 支 援 対 策 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 子 育 て 支 援 対 策 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 愛 知 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 附 則 第 二 項 中 「 令 和 六 年 六 月 三 十 日 」 を 「 令 和 七 年 六 月 三 十 日 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 八 号

　　　 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 年 愛 知 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。

　 第 二 条 中 「 千 分 の 〇 ・ 三 八 」 を 「 千 分 の 〇 ・ 〇 二 二 」 に 改 め る 。
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　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 国 民 健 康 保 険 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 九 号

　　　 国 民 健 康 保 険 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 国 民 健 康 保 険 財 政 安 定 化 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 愛 知 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。

　 第 四 条 中 「 事 業 」 の 下 に 「 並 び に 同 条 第 二 項 及 び 第 四 項 の 規 定 に よ る 基 金 の 取 崩 し 及 び 国 民 健

康 保 険 事 業 特 別 会 計 へ の 繰 入 れ 」 を 加 え る 。

　 第 六 条 中 「 第 八 十 一 条 の 二 第 四 項 」 を 「 第 八 十 一 条 の 二 第 五 項 」 に 改 め る 。

　 附 則 第 二 項 中 「 平 成 三 十 六 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 」 に 、 「 「 事 業 」 」 を 「 「 掲

げ る 事 業 」 」 に 、 「 事 業 及 び 」 を 「 掲 げ る 事 業 、 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 ふ ぐ 取 扱 い 規 制 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 号

　　　 愛 知 県 ふ ぐ 取 扱 い 規 制 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 ふ ぐ 取 扱 い 規 制 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 愛 知 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 五 条 第 一 項 第 二 号 中 「 他 の 都 道 府 県 に お い て ふ ぐ の 処 理 に 関 す る 免 許 を 受 け て い る 」 を 「 ふ

ぐ の 種 類 の 鑑 別 に 関 す る 知 識 及 び 卵 巣 等 を 除 去 す る 技 術 等 を 有 す る と 他 の 都 道 府 県 知 事 、 地 域 保

健 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 政 令 で 定 め る 市 の 市 長 又 は 特 別

区 の 区 長 が 認 め る 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 産 業 立 地 の 促 進 の た め の 不 動 産 取 得 税 の 減 額 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公

布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　
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愛 知 県 条 例 第 二 十 一 号

　　　 産 業 立 地 の 促 進 の た め の 不 動 産 取 得 税 の 減 額 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例　　　

　 産 業 立 地 の 促 進 の た め の 不 動 産 取 得 税 の 減 額 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 五 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 第 一 項 及 び 第 三 条 第 一 項 中 「 平 成 三 十 四 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 」

に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 観 光 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 二 号

　　　 愛 知 県 観 光 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 観 光 施 設 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 別 表 第 二 犬 山 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

集 会 室 使

第 一 集 会 室

午　　　 前 五 、 二 〇 〇

午　　　 後 五 、 二 〇 〇

夜　　　 間 五 、 二 〇 〇

時 間 外 一 時 間 に つ

き 一 、 三 〇 〇

用 料

第 二 集 会 室

午　　　 前 二 、 〇 〇 〇

午　　　 後 二 、 〇 〇 〇

夜　　　 間 二 、 〇 〇 〇

時 間 外 一 時 間 に つ

き 五 〇 〇

和 室

中 学 生 以 下 の 者 一 人 一 泊 に つ き 三 、 四 〇 〇

犬 山 国 際

ユ ー ス ホ

ス テ ル

そ の 他 の 者 一 人 一 泊 に つ き 三 、 九 〇 〇

洋 室 Ａ

中 学 生 以 下 の 者 一 人 一 泊 に つ き 五 、 六 〇 〇

宿 泊 室 使

そ の 他 の 者 一 人 一 泊 に つ き 六 、 五 〇 〇

用 料

洋 室 Ｂ

中 学 生 以 下 の 者 一 人 一 泊 に つ き 四 、 三 〇 〇

そ の 他 の 者 一 人 一 泊 に つ き 五 、 〇 〇 〇
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洋 室 Ｃ

中 学 生 以 下 の 者 一 人 一 泊 に つ き 三 、 七 〇 〇

そ の 他 の 者 一 人 一 泊 に つ き 四 、 三 〇 〇

　 別 表 第 二 に 備 考 と し て 次 の よ う に 加 え る 。

備 考　 こ の 表 に お い て 、 「 午 前 」 と は 午 前 九 時 か ら 午 後 一 時 ま で を 、 「 午 後 」 と は 午 後 一 時 か ら 午

後 五 時 ま で を 、 「 夜 間 」 と は 午 後 五 時 か ら 午 後 九 時 ま で を 、 「 時 間 外 」 と は 午 前 九 時 前 及 び 午 後

九 時 以 後 を い う 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 道 路 の 構 造 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ

こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 三 号

　　　 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 道 路 の 構 造 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 道 路 の 構 造 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 愛 知 県 条 例

第 五 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 中 「 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 道 路 の 構 造 に 関 す る 基 準 を 定 め る 省 令 」 を 「 移 動 等 円

滑 化 の た め に 必 要 な 道 路 の 構 造 及 び 旅 客 特 定 車 両 停 留 施 設 を 使 用 し た 役 務 の 提 供 の 方 法 に 関 す る

基 準 を 定 め る 省 令 」 に 改 め る 。

　 第 三 条 の 見 出 し を 「 （ 歩 道 等 及 び 自 転 車 歩 行 者 専 用 道 路 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 中 「 道 路 を 」

を 「 道 路 、 自 転 車 歩 行 者 専 用 道 路 及 び 歩 行 者 専 用 道 路 を 」 に 改 め 、 同 条 第 七 項 中 「 歩 道 等 」 の 下

に 「 又 は 自 転 車 歩 行 者 専 用 道 路 等 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 九 項 と し 、 同 条 第 六 項 中 「 歩 道 等 」 の

下 に 「 又 は 自 転 車 歩 行 者 専 用 道 路 等 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 八 項 と し 、 同 条 第 五 項 中 「 歩 道 等 」

の 下 に 「 又 は 自 転 車 歩 行 者 専 用 道 路 等 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 七 項 と し 、 同 条 第 四 項 中 「 又 は 」

を 「 若 し く は 」 に 改 め 、 「 い う 。 ） 」 の 下 に 「 又 は 自 転 車 歩 行 者 専 用 道 路 若 し く は 歩 行 者 専 用 道 路

（ 以 下 「 自 転 車 歩 行 者 専 用 道 路 等 」 と い う 。 ） 」 を 、 「 当 該 歩 道 等 」 の 下 に 「 又 は 自 転 車 歩 行 者 専 用

道 路 等 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 六 項 と し 、 同 条 第 三 項 の 次 に 次 の 二 項 を 加 え る 。

４　 自 転 車 歩 行 者 専 用 道 路 の 有 効 幅 員 は 、 道 路 構 造 の 技 術 的 基 準 を 定 め る 条 例 第 四 十 三 条 第 一 項

に 規 定 す る 幅 員 の 値 以 上 と す る も の と す る 。

５　 歩 行 者 専 用 道 路 の 有 効 幅 員 は 、 道 路 構 造 の 技 術 的 基 準 を 定 め る 条 例 第 四 十 四 条 第 一 項 に 規 定

す る 幅 員 の 値 以 上 と す る も の と す る 。
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　 第 八 条 を 第 九 条 と す る 。

　 第 七 条 中 「 歩 道 等 」 を 「 歩 道 等 、 自 転 車 歩 行 者 専 用 道 路 等 」 に 、 「 及 び 自 動 車 駐 車 場 」 を 「 並 び

に 自 動 車 駐 車 場 及 び 旅 客 特 定 車 両 停 留 施 設 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２　 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 視 覚 障 害 者 誘 導 用 ブ ロ ッ ク に 関 す る

基 準 に つ い て は 、 規 則 で 定 め る 。

　 第 七 条 を 第 八 条 と す る 。

　 第 六 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２　 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 案 内 標 識 に 関 す る 基 準 に つ い て は 、

規 則 で 定 め る 。

　 第 六 条 を 第 七 条 と し 、 第 五 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 旅 客 特 定 車 両 停 留 施 設 ）

第 六 条　 公 共 用 通 路 か ら 旅 客 特 定 車 両 の 乗 降 口 に 至 る 通 路 の う ち 、 乗 降 場 ご と に 一 以 上 の 通 路 は 、

次 に 定 め る 構 造 と す る も の と す る 。

一　 有 効 幅 員 は 、 一 ・ 四 メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。 た だ し 、 構 造 上 の 理 由 に よ り や む を 得 な い

　 場 合 に お い て は 、 通 路 の 末 端 の 付 近 の 広 さ を 車 椅 子 の 転 回 に 支 障 の な い も の と し 、 か つ 、 五

　 十 メ ー ト ル 以 内 ご と に 車 椅 子 が 転 回 す る こ と が で き る 広 さ の 場 所 を 設 け た 上 で 、 有 効 幅 員 を

一 ・ 二 メ ー ト ル 以 上 と す る こ と が で き る 。

二　 そ の 他 規 則 で 定 め る 構 造

２　 前 項 の 一 以 上 の 通 路 に お い て 床 面 に 高 低 差 が あ る 場 合 は 、 エ レ ベ ー タ ー 又 は 傾 斜 路 を 設 け る

も の と す る 。 た だ し 、 構 造 上 の 理 由 に よ り や む を 得 な い 場 合 に お い て は 、 エ ス カ レ ー タ ー （ 構

造 上 の 理 由 に よ り エ ス カ レ ー タ ー を 設 置 す る こ と が 困 難 で あ る 場 合 は 、 エ ス カ レ ー タ ー 以 外 の

昇 降 機 で あ っ て 車 椅 子 使 用 者 の 円 滑 な 利 用 に 適 し た 構 造 の も の ） を も っ て こ れ に 代 え る こ と が

で き る 。

３　 旅 客 特 定 車 両 停 留 施 設 に 隣 接 し て お り 、 か つ 、 旅 客 特 定 車 両 停 留 施 設 と 一 体 的 に 利 用 さ れ る

他 の 施 設 の エ レ ベ ー タ ー （ 規 則 で 定 め る 基 準 に 適 合 す る も の に 限 る 。 ） 又 は 傾 斜 路 （ 規 則 で 定 め

る 基 準 に 適 合 す る も の に 限 る 。 ） を 利 用 す る こ と に よ り 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 旅 客 特 定 車 両 停 留 施

設 に 旅 客 特 定 車 両 が 停 留 す る こ と が で き る 時 間 内 に お い て 常 時 公 共 用 通 路 と 旅 客 特 定 車 両 の 乗

降 口 と の 間 の 移 動 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る 場 合 は 、 前 項 の 規 定 に よ ら な い こ と が で き る 。 管

理 上 の 理 由 に よ り 昇 降 機 を 設 置 す る こ と が 困 難 で あ る 場 合 も 、 ま た 同 様 と す る 。

４　 旅 客 特 定 車 両 停 留 施 設 の 通 路 は 、 次 に 定 め る 構 造 と す る も の と す る 。

　 一　 床 の 表 面 は 、 平 た ん で 、 滑 り に く い 仕 上 げ と す る こ と 。

　 二　 そ の 他 規 則 で 定 め る 構 造

５　 前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 旅 客 特 定 車 両 停 留 施 設 の 構 造 に 関

す る 基 準 に つ い て は 、 規 則 で 定 め る 。
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　 本 則 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 災 害 等 の 場 合 の 適 用 除 外 ）

第 十 条　 災 害 等 の た め 一 時 使 用 す る 旅 客 特 定 車 両 停 留 施 設 の 構 造 及 び 設 備 に つ い て は 、 こ の 条 例

の 規 定 に よ ら な い こ と が で き る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 道 路 構 造 の 技 術 的 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 四 号

　　　 道 路 構 造 の 技 術 的 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 道 路 構 造 の 技 術 的 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

　 第 三 十 三 条 中 「 横 断 歩 道 橋 等 」 の 下 に 「 、 自 動 運 行 補 助 施 設 」 を 加 え る 。

　 本 則 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 歩 行 者 利 便 増 進 道 路 ）

第 四 十 五 条　 歩 行 者 利 便 増 進 道 路 に 設 け ら れ る 歩 道 若 し く は 自 転 車 歩 行 者 道 又 は 歩 行 者 利 便 増 進

道 路 で あ る 自 転 車 歩 行 者 専 用 道 路 若 し く は 歩 行 者 専 用 道 路 に は 、 歩 行 者 の 滞 留 の 用 に 供 す る 部

分 を 設 け る も の と す る 。

２　 前 項 に 規 定 す る 部 分 に は 、 歩 行 者 利 便 増 進 施 設 等 の 適 正 か つ 計 画 的 な 設 置 を 誘 導 す る 必 要 が

あ る と き は 、 歩 行 者 利 便 増 進 施 設 等 を 設 置 す る 場 所 を 確 保 す る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、

必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 場 所 に 街 灯 、 ベ ン チ そ の 他 の 歩 行 者 の 利 便 の 増 進 に 資 す る 工

作 物 、 物 件 又 は 施 設 を 設 け る も の と す る 。 

３　 歩 行 者 利 便 増 進 道 路 （ 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年

法 律 第 九 十 一 号 ） 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 新 設 特 定 道 路 を 除 く 。 ） は 、 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必

要 な 道 路 の 構 造 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 五 十 四 号 ） に 定 め る 基

準 に 適 合 す る 構 造 と す る も の と す る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 事 務 処 理 特 例 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　
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愛 知 県 条 例 第 二 十 五 号

　　　 愛 知 県 事 務 処 理 特 例 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 事 務 処 理 特 例 条 例 （ 平 成 十 一 年 愛 知 県 条 例 第 五 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 別 表 第 十 一 の 十 の 項 （ 九 ） 中 「 第 六 十 条 」 を 「 第 六 十 条 第 一 項 」 に 、 「 同 条 」 を 「 同 項 」 に 改 め 、

同 項 に 次 の よ う に 加 え る 。

　 （ 十 ）　 省 令 第 六 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 計 画 が 法 第 五 十 三

条 第 一 項 の 規 定 に 適 合 し て い る こ と を 証 す る 書 面 を 交 付 す る こ と 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 入 港 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 六 号

　　　 愛 知 県 入 港 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 入 港 料 条 例 （ 昭 和 五 十 二 年 愛 知 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 附 則 第 五 項 中 「 令 和 四 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 高 等 学 校 等 奨 学 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 七 号

　　　 愛 知 県 高 等 学 校 等 奨 学 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 高 等 学 校 等 奨 学 金 貸 与 条 例 （ 平 成 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。

　 第 二 条 第 一 号 中 「 そ の 」 を 「 次 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 」 に 改 め 、 同

号 に 次 の よ う に 加 え る 。

イ　 貸 与 を 受 け よ う と す る 者 の 年 齢 が 、 申 請 の 日 の 属 す る 年 度 の 四 月 一 日 に お い て 二 十 歳 未

満 で あ る 場 合 （ そ の 者 が 成 年 に 達 し た 日 の 前 日 に お い て そ の 者 の 親 権 を 行 っ て い た 者 又 は

未 成 年 後 見 人 で あ っ た 者 が あ る 場 合 に 限 る 。 ） そ の 者 が 成 年 に 達 し た 日 の 前 日 に お い て そ

の 者 の 親 権 を 行 っ て い た 者 又 は 未 成 年 後 見 人 で あ っ た 者

ロ　 そ の 他 の 場 合　 そ の 者　
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　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 立 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 八 号

　　　 愛 知 県 立 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 立 学 校 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 別 表 第 一 愛 知 県 立 千 種 聾
ろ う

学 校 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

愛 知 県 立 千 種 聾
ろ う

学 校

幼 稚 部

小 学 部

名 古 屋 市 千 種 区

愛 知 県 立 千 種 聾
ろ う

学 校 ひ が し う ら 校 舎

幼 稚 部

小 学 部

知 多 郡 東 浦 町

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 風 俗 案 内 所 規 制 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 九 号

　　　 愛 知 県 風 俗 案 内 所 規 制 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 風 俗 案 内 所 規 制 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 五 条 第 七 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 七　 未 成 年 者

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 暴 力 団 排 除 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 四 年 三 月 二 十 五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 号

　　　 愛 知 県 暴 力 団 排 除 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例
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　 愛 知 県 暴 力 団 排 除 条 例 （ 平 成 二 十 二 年 愛 知 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 十 二 条 第 二 項 中 「 と し て 」 の 下 に 「 、 又 は そ の 事 業 を 行 う こ と を 暴 力 団 員 が 容 認 す る こ と

の 対 償 と し て 、 」 を 加 え る 。

　 第 二 十 三 条 第 二 項 中 「 と し て 」 の 下 に 「 、 又 は そ の 事 業 を 行 う こ と を 容 認 す る こ と の 対 償 と し

て 、 」 を 加 え る 。

　 第 二 十 九 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２　 前 項 第 二 号 の 罪 を 犯 し た 者 が 自 首 し た と き は 、 そ の 刑 を 減 軽 し 、 又 は 免 除 す る こ と が で き る 。

　 第 三 十 一 条 第 一 項 中 「 前 二 条 」 を 「 第 二 十 九 条 第 一 項 又 は 前 条 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 十 九 条 に 一 項 を 加 え る 改 正 規 定 、

第 三 十 一 条 第 一 項 の 改 正 規 定 並 び に 次 項 及 び 附 則 第 三 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 経 過 措 置 ）

２　 改 正 後 の 愛 知 県 暴 力 団 排 除 条 例 第 二 十 九 条 第 二 項 の 規 定 は 、 前 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の

施 行 前 に し た 行 為 に つ い て 同 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 後 に 自 首 し た 者 に つ い て も 、 適

用 す る 。

　 （ 愛 知 県 風 俗 案 内 所 規 制 条 例 の 一 部 改 正 ）

３　 愛 知 県 風 俗 案 内 所 規 制 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。

　　 第 五 条 第 二 号 チ 中 「 第 二 十 九 条 第 二 号 」 を 「 第 二 十 九 条 第 一 項 第 二 号 」 に 改 め る 。




